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1-3 マスタープラン 

(1) グアナファト州 

メキシコ国グアナファト州 

自動車産業界サプライヤーチェーン強化のための 
支援プログラム案（M/P）1 

2015年3月25日／JDS 

企業向け支援サービスの目的（M/P） 

グアナフアト州政府が持続的経済開発省を通じて提供する支援サービスにより地元企業

（特にTier-2）の競争力を増強し自動車産業の基盤（サプライチェーン）を強化する。 

基本方針 

上記目的を遂げるため州政府は次の5つの基本的支援スキーム（支援分野）を設定し、関

連機関と協力しながらスキームごとに支援サービスを提供する。 

範囲／サービスの内容 

自動車関連の産業部門を対象に本支援サービスが提供される。 

支援内容：下記の基本的な5分野において企業に支援サービスを提供する。 

支援スキーム1： 現場カイゼン支援 

支援スキーム2： 研修サービス(1) 技術研修、管理職用セミナー 

支援スキーム3： 商談会支援 

支援スキーム4： 情報提供サービス 

支援スキーム5： 融資 

支援対象企業 

メキシコに存在する現地製造企業（法人格の場合日系や外資系企業も含む）で自動車部品

のサプライチェーンにサプライヤーとして参加してきた（あるいは参画したいと望む）企業。

その企業の又はその工場の所在地はグアナフアト州内とする。しかし支援サービスの種類に

もよる（例：データベースを通じた情報提供、等）（（商社やメーカー等の情報も含む。） 

                                                  
1 本プロジェクトでは、現時点まで「マスタープラン（MP）」と称しているが、そのような呼称であれ一般的に

「プラン」というものであれ、各州政府で名づける名称になりうる。一方、「マスタープラン」という呼び方を用
いる場合は、州政府内にて特別な管理上の手続きが要される可能性もあり、その承認に時間がかかるこ
とも考えられる。したがって、呼称については十分に検討する必要がある。 
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［支援スキーム1］：現場カイゼン支援 

(1) 支援サービスの内容と方法 

1) 支援方法：各社が実施する生産現場におけるカイゼン活動を促進し、企業診断、発見された

ニーズに基づいた研修、カイゼン提案、州政府が派遣するカイゼン支援トレーナーを通じて

実施するための訪問同行などのサービスを提供し、自動車部門のTier2サプライヤー企業を強

化する。 

2) 支援対象企業：自動車部品に関連したTier-2サプライヤーでTier-1企業と取引のあるもの。 

現在取引がなくとも、将来的に取引関係を樹立する可能性をもつサプライヤー企業も含む。 

現在、州内の2社を対象にカイゼン支援を実施している。業種は金型製作とプラスチック

射出成形の会社、及び材料ハンドリング用の機器製作会社である。募集は州政府が行った。 

3) 支援内容（範囲）：本サービスにおける「診断」と「カイゼン支援」の範囲は現場における品

質向上と生産性向上（不良低減、コスト削減、納期短縮その他）である。したがって経営面

や財務管理、マーケティングなどの評価は含まれない。 

【主要な支援テーマ】 

カイゼントレーナーによる企業診断とカイゼン支援のために適用される主なテーマ

は次の通りである。 

• 5’S 

• 生産性向上のためのカイゼンツール 

• 品質管理 

• 工程仕掛材料の管理 

• 倉庫管理  

※ Tier-1企業がTier-2企業に要請する、あるいは必要に応じTier-2企業が依頼する支援

分野を考慮しつつテーマが確定される。 

4) 参加形態：既にTier-1企業のサプライヤーである企業の中から州政府が選定する。 

適用期間 ： 15/01/2015～28/02/2015 

期限 ： 02/02/2015 

選定期間 ： 州政府が選抜結果を2015年3月3日までに通知  

5) 参加費用：参加企業に対し本サービスの経費負担は生じない。 

企業数とそれぞれの診断が得られてからコストが定められる。 

※ カイゼン活動実施に際して生じるコストについては、参加企業がその全額を負担する

（データ収集労賃、レイアウト変更の設置経費等） 
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6) トレーナー：州政府が派遣する合計2名のカイゼントレーナーがカイゼン支援を行う。主要

な専門分野と簡単なCVは次の通りである。 

• 5S実施 

• カイゼンツールを用いた生産性向上 

• 統計的品質管理 

7) 実施期間：この支援サービスは次のような手順で実施される。 

企業に対し、約6ヶ月間にわたり以下のようなスキームでカイゼン支援を行う。 

活動 期間 
① 参加企業を探し選定する。 ：3 週間 
② 企業と州政府の協力モデルを確立する。 ：1 週間 
③ 企業診断実施（現状分析） ：6 ヶ月 

（25 週間） ④ カイゼン支援計画の策定（カイゼンのテーマ／目標設定） 
⑤ 現場－カイゼンの実施（真因分析、対策検討、対策実施、効果評価）

⑥ 最終評価 
⑦ 結果発表会の実施 ：1 日 

 

企業診断を行うには次の手法を用いる。 

Etapa Actividad 
ステップ0 プログラムに参加する企業の受け入れ。 
ステップ1 診断用アンケート票の送付（葉専門家）。 
ステップ2 第一回訪問。診断アンケート票の内容確認と補完。 

製造現場視察。 
コンサルタントによるチェックリスト応用。 

ステップ3 企業と一緒にSWOT分析を行う。 
ステップ4 観察による診断。 

4、12、36の判定基準による評価。 
ステップ5 次のグラフ作成  

1. ダイヤモンドグラフ 
2. レーダーチャート 
3. 花弁チャート  

ステップ6 診断結果の分析。 
診断結果報告書。 

ステップ7 カイゼン活動実施計画 
カイゼン活動の実施 
効果の確認と発表 

 

8) その他 

(2) 支援サービスを提供するための活動計画（アクションプランA/P） 

1) Tier-1企業のニーズ確認 

日系 Tier-1 企業の持つ現地 Tier-2 に対する期待や要求を確認する。 

2) Tier-2の選定（支援対象） 

Tier-1の支援が保証される企業であるが生産性が低いために取引が危うい企業。Tier-1のサ

プライヤーになる可能性はあるが自動車部門の要求事項を果たすに必要な構造が無く外部コ

ンサルタントを雇う資金力が無い企業。 
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3) 現地トレーナーの選定（候補者） 

州政府が人事やチームワーク、紛争管理や解決、5S、生産性向上・統計的工程管理、先進

的製造、プラスチック成形、溶接工程などに係るカイゼンツールの分野で経験を有するトレ

ーナーを使って診断を提供する。 

4) 企業のために支援計画を策定する。 

 
 

5) プログラム経費：参加企業に対する本サービスの経費は発生しない。 

企業数とそれぞれの診断が得られてからコストが定められる。 

6) 支援計画の策定と実施  

① Tier-2と覚書（又は合意書）の取り交わし 

② 結果の評価と実施報告書の策定（Tier-2の提言も含める） 

(3) JICA協力プロジェクト期間中に開始する準備活動 

本支援サービスの最初の4ステップについて（上記A/P）はメキシコ側のイニシアティブで

行い、プロジェクト期間内に準備を開始する予定である。また日本人技術専門家の関与が重

要と考える。 

1) Tier-1企業のニーズ調査。 

2) Tier-2企業の選定（支援目的）。 

3) 現地トレーナー選定（候補者）。 

4) 企業向け支援計画の策定。 

カイゼン企業診断 

SDES 

企業訪問／分析 

診 断 

研 修 

カイゼン計画の発表 

現場カイゼンの実施 

最終評価 

結果発表 

Tier-2 選定 
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［支援スキーム2］：研修計画 理論／実習 

(1) 支援サービスの内容 

1) 研修の目的：自動車部門のTier-2サプライヤー企業が製造現場におけるカイゼン活動を遂行

していくうえで必須である、「管理手法」と「生産の特別技術」に係る理論的な知識と実際の

技能を習得すること。 

2) 研修訓練の参加者： 

• 作業者･技術者： 

• 中間管理職、経営陣： 

3) 研修訓練の形態 

① 理論研修：カイゼン、品質管理手法と生産管理 

② 実習訓練：現場の生産管理と製造工程に関連した技術的なテーマ 

4) 研修訓練日：州政府が定める年間訓練計画に従う。 

5) 研修テーマ：以下に自動車部門で最も要求の多い研修テーマを示す。 

作業者・技術者向け研修コース 

形態：理論研修と実習 

テーマ： 

• 人材開発 

• 産業安全 

• 5S 

• カイゼンツール 

• 品質の7つの基本ツール 

• 統計的工程管理 

• 寸法測定と測定器具の使い方 

• 図面の解釈 

• CNC操作 

• プラスチック射出成形 

中間管理職用コース： 

形態：理論研修 

テーマ： 

• 管理能力 

• 高効率の設備 

• リーダーシップ 
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• コアツール 

- 故障モード影響解析（FMEA） 

- 統計的工程管理（SPC） 

- 先行製品品質計画（APQP） 

- 生産部品承認プロセス（PPAP 

6) 参加申請方法：州政府の募集に応じる。 

7) 参加費用：研修の内容によって費用は異なる。費用の詳細は各研修コースの情報とともに州

政府の公募に発表される。 

8) インストラクター／研修講師 

州政府には独立事業組織である州立訓練機構が（IECA）があり、そこには専門分野に従っ

て産業セクターでの経験や、コンサルティングあるいは教職といった経験を有する技術的な

プロフィールを備えたインストラクターがいる。必要であれば候補者ごとに以下のような書

類を提出する。 

• 履歴書 

• 指導するテーマにおける技術知識を証明する書類 

• インストラクターとしての知識を証明する書類 

(2) 支援サービスを提供するための活動計画（PA） 

1) 企業のニーズ分析 

• ニーズの発見：Tier-2企業におけるニーズ、Tier-1の求めるTier-2としての要件、Tier-2自

身のニーズ。 

2) テーマの選定 

• ニーズの発見に基づき、Tier-1、Tier-2企業と共に総合的な研修プログラムを確定。 

• 研修の目的と開発すべき職能を確立する。 

• 研修時間を定める。 

3) インストラクター探しと選定 

• 発見されたニーズに応じてインストラクターを探し選定する。 

4) 研修計画の策定と実施 

• 研修テーマの確定 

• 研修場所の確定 

• インストラクターの確定 
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• 参加コストの確定 

• 参加人数 

5) 実施 

• 教材作成 

• 参加者募集 

• 参加者登録 

• 実施モニタリング 

6) 評価 

• 評価基準の設定 

• 評価ツールの設計 

• 研修参加者の評価 

• 結果分析 

• 結果発表 

(3) JICA協力プロジェクトの期間中に開始できる準備活動 

上に述べた計画にある活動の中でメキシコ側のイニシアティブとして主に実行する活動

は、特に最初の二つの活動であり、JICAプロジェクト期間中に開始される。従って、日本人

技術専門家の参加が重要と考えらえる。 

1) 企業のニーズ分析 

2) テーマの選定 

研修実施の終了にあたり、評価を行う。企業が高得点を取得した場合JICA/GTO特別モデ

ル賞を授け、その企業が定められた手法のプロセスを全てパスしたことを認定する。このた

め、評価と手法の移転に支援をしてくれるよう、JICA専門家の支援を仰げるよう滞在期間延

長を申請する。 

その他 

研修に加えて、州にはMDManufacturing社が主導するカイゼン委員会が作られプロジェク

トの9社がカイゼン活動を継続する目的で参加している。継続にあたって次の活動を行う。 

* 研修会 

* 工場訪問 

* 各企業のカイゼン活動 
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［支援スキーム3］：商談会 

(1) 支援サービスの内容2 

1) 目的：州内と周辺の主要Tier-1、OEMと地元のTier-2企業とのビジネスマッチングを促す。 

2) 参加者： 

• バイヤー：既にグアナフアト州内や周辺に設立されている自動車メーカーや自動車部品製

造会社（Tier-1）。同様にメキシコ進出の可能性を分析している企業。 

• サプライヤー：グアナフアト州や周辺域の製造企業やサービス企業。 

3) 活動： 

① 商談会実施 

「自動車産業サプライフォーラム」 

• 内容：ワークショップ、講演会、製造・サービス企業のスタンド、b2bミーティング、

ネットワーキング 

• 日程：2015年10月7日・8日 

• 場所：レオン市ポリフォルム 

• 参加するバイヤー企業：グアナフアト州並びに周辺のOEMとTier-1企業 

• 主催者・協賛者：SDES, CLAUGTO, JICA, PROMEXICO 

• 参加申し込み：ウェブサイトのforoautomotrizgto.com.で登録 

• 枠：スタンド数160、バイヤー60社 

• 参加費用：無料。スタンドのみ参加費。 

• 連絡先：ベロニカ・ペレス 

② グアナフアト州企業の情報依頼に対する個別対応 

• 電子メールにてTier-1やOEM企業に送付する。 

• 招待状の受け取りを確認するため電話をする。 

• 参加が初めての場合、管理職や経営陣にスキームを説明するため工場を訪問する。 

• サプライ要件フォーマットを送る。 

• フォーマットを受け取り次第予定を組みバイヤーと確認する。 

• 情報申請コスト：無料 

• 連絡先：ベロニカ・ペレス 

③ 情報提供 

• イベントのホームページ： http://www.foroautomotrizgto.com/ 

                                                  
2 各州は少なくとも年に一回、商談会を開催してきた。過去の開催時に学んだことを考慮し、この支援サービ

スを分析する上で過去の経験を見直す。 
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• 雑誌「クラスター産業」 

• 報道関係者に向けて発表会のイベントを行う。 

• グアナフアト州の工業団地各地と自動車クラスターの各委員会にてイベントの紹介

をする。 

［支援スキーム4］：情報サービス 

(1) 支援サービスの内容 

1) 目的 

自動車部品製造会社（TIer-1）で特に日系企業が、グアナフアト州に設立されている自動

車部品のサプライヤー企業、共同投資のパートナー、又は自動車部門のサプライチェーンに

参画したいと望む企業を効率的に発見し選定できるよう、これに資すること。 

2) サービスの受益者 

• 自動車部品製造会社（TIer-1）で特に日系企業（Tier-1） 

• グアナフアト州に設立されている自動車部品製造会社、並びに将来自動車部門のサプライ

チェーンに参画したいと望む企業 

3) 活動 

「JETRO、ProMexicoと連携したグアナフアト州、ヌエボレオン州、ケレタロ州の自動車

部門サプライヤダイレクトリー」（SDESの提案する名称） 

グアナフアト、ケレタロ、ヌエボレオン各州とProMexico及びJETROによって作成された

メキシコの自動車部品製造会社の情報を広く一般に提供する。 

• ダイレクトリーに登録されている企業 

グアナフアト州と周辺州に設立されている自動車部品製造会社（Tier-2レベルの企

業）、並びに将来自動車部門のサプライチェーンに参画したいと望む企業、いくつかの

業種における流通企業も含む。 

• 情報の種類 

A. 納税者登録番号（RFC） 

B. 会社名 

C. 工場 

D. 商号 

E. 場所（所在地の州名） 

F. 工業団地名 

G. 投資元 

H. 連絡先 参加者毎のメールアドレス 

I. 証明書類 
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J. 製品またはサービス 

K. ホームページ 

L. 更新日 

M. 注（企業が含めたいと思う追加情報） 

企業の業種分類： 

プレス 
プラス 
ティック

成型 

熱間 
鍛造 

冷間 
鍛造 

鋳造

（鉄） 

鋳造 
（アルミ、

亜鉛等） 

ゴム 
製品 

切削

加工

表面

処理

スプ

リング

ネジ

製造
金型

熱

処理
焼結

繊維

関係

パイプ 
関係 

ワイヤー

ハーネス 
材料

関係
その他

 

• 自動車部品製造会社（Tier-1）用のサービス 

- 依頼に応じ関心を持った企業の詳細情報を個別に提供する。 

- 情報依頼方法： 

H欄コンタクト先に記載の当該コンタクト先に連絡する。 

• ダイレクトリーに登録を望む企業のためのサービス 

- 登録申請フォーマット： 

H欄コンタクト先に記載の当該コンタクト先に連絡する。 

- 登録基準 

日系自動車部品メーカー（Tier-1）が現地のサプライヤー又は提携先を探してい

る場合、 

A. メキシコに設立されている自動車部門緒サプライヤー企業であること、あるい

はサプライヤーとなることに関心がある企業。 

B. 1に関連する全般的情報と必要に応じ該当する機関が必要とする補完的デー

タを提供すること。 

C. 当該ダイレクトリーに自社の情報が掲載されることに用意ができていてオー

プンであること。 

D. 自社の情報を共有することは自社の競争力を促すことが目的であるという点

を意識しそのようなメンタリティをもつこと。 

E. 提供したデータが有効なものに保たれるよう定期的に更新するため自社情報

をオープンにし、起こりうる繋がりの確実性を高める。 

• 連絡先 

各企業の情報源に該当する先（Gto, Qro, Nvo León, Jetro y Promexico） 

• サービスのルールと運用規則を一般に知らしめる。 

• ProMexicoのサイトに該当するリンクを公表することが考えられている。 
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4) サプライヤー開発のためのサービス 

依頼に応じ、グアナフアト州と近隣州に設立されている製造企業の情報を個別に提供する。 

• 自動車部品製造企業（Tier-1）のためのサービス。 

- 依頼に応じ、関心を持った企業の詳細情報を個別に提供する。 

- 情報申請方法：持続的経済開発省（局）のホームページ。 

• ダイレクトリーに登録を望む企業のためのサービス 

- 登録企業のメリット： 部門内の企業に知られるようになる。 

- 登録の基準：サプライヤーであること。 

- 登録申請フォーマット 

［支援スキーム5］：融資プログラム 

機械設備の購入や運転資金の面で企業を支援しようとする融資プログラムが主要なものと

なる。目的は部門内でサプライヤーとなれるようこれら企業を強化することである。 

情報提供： 

印刷部にて本融資プログラムが公表されている。並行して各市町村にて行われる促進を目

的としたイベントや、同様に省（局）におけるアドバイスなどで紹介。 

受益者： 

自動車部門のTier 2 、Tier 3レベルのサプライヤー 

利用者への注釈： 

- 融資の取得に関心をもつ企業の方は電子メールで、或いは省（局）の各地にある事務所に

て夫々の要件に応じ情報を提供し応対する。 

- 州内様々な融資機関と企業とを繋げる。 
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(2) ヌエボレオン州 

ヌエボレオン州サプライチェーン強化 
（自動車部門アプローチ） 

プログラムの主題：サプライヤー開発 

企業支援サービスの目的（M/P）： 

ヌエボレオン州が経済開発局を介して提供する支援サービスにより地元企業（特にTier‐2）の競

争力を増加することで、自動車産業のサプライヤー（サプライチェーン）の基礎を強化する。 

基本方針： 

目的を達成するため、州政府は4つのカテゴリーに分類された6種類の支援を設定している。以

下にプログラムの支援内容を示す。 

内容： 

企業に対し、以下6領域に支援を提供する。 

 
当プログラムにおける支援サービスのスキーム 

 

範囲： 

支援サービスは自動車部門のサプライチェーンにおける企業に提供される。 

対象企業の特徴： 

本プログラムはメキシコにおいて既存の製造業のサプライヤー企業（外資系企業も含む）で、

自動車部門サプライチェーンのサプライヤー企業（あるいはチェーンに参画する能力を有する）

技術支援（工場での「現場カ
イゼン」カイゼン委員会） 

① 「現場カイゼン」技術支援 

② T2 企業カイゼン委員会への参加 

連携

⑥ サプライヤー発掘プロジェクト 

との連携 

研修 

③ 技術支援課題についての 

現場担当者への理論研修 

④ 経営者及びマネージャー 

対象の研修 

ビジネスマッチング 

⑤ イベント：商談会 
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を対象とする。 

技術支援サービスは、製造現場がヌエボレオン州内にあるサプライヤーに提供される。そのほ

かのサービスは、メキシコ国内で操業する企業であれば、享受することができる。 

工場での「現場カイゼン」技術支援 

支援の内容と方法 

1.  支援方法：企業内にて、指定されたトレーナーを通じて「現場カイゼン」手法を生産作業の

中で用い適合させ、製造現場のカイゼン活動を実施するよう促す。企業診断を施し州政府が

派遣するカイゼン支援トレーナーによりカイゼン提案を出す。 

2.  支援対象企業：Tier‐1企業と取引のある自動車部品に関係するTier‐2サプライヤー 

a.  将来Tier‐1客先と取引を行う潜在能力を有するサプライヤーは含まれる。これは過去に

Tier‐1企業が評価しまだ開発すべき点が残るためにバリューチェーンに参入することが

できなかった企業であり、Tier‐1が推薦する企業である。（この場合、Tier‐1の開発ニー

ズを取得する。【ロードマップ＝1.2.1の活動の特定】） 

b.  自動車部品製造企業の組立ラインに直接納品する製品の製造に関係するプロセス 

3.  支援の内容（範囲）：本サービスにおける「診断」と「カイゼンの支援」の範囲は、生産現場

での品質及び生産性（不良の削減、コスト低減、納期短縮など）の向上に関する課題に限る。

従って、管理手続き、財務管理、営業戦略、あるいは生産現場以外の企業の抱える課題につ

いて評価するものではない。 

【主な支援課題】 

支援テーマは顧客企業（Tier‐1）、サプライヤー、トレーナーが、経済開発省の専門部門の

監督の下で確定する。カイゼンテーマに係る決定は顧客の要請と診断結果に基づくが、品質

カイゼン、コスト削減、納期短縮のそれぞれに肯定的なインパクトを導くようなものとなる。 

企業診断及びカイゼン指導で実施される主な支援サービス課題の一例として、以下のもの

が挙げられる： 

•  設備の停止時間の低減 

•  段替え時間の短縮 

•  不良低減（社内PPMへのインパクト） 

•  潜在リスクの特定、顧客納期の遵守 

•  その他、Tier‐2サプライヤー企業のニーズによる。 

メモ： 実施する課題は、Tier‐1がTier‐2に対してカイゼンを望む分野、又はTier‐2が自社の弱点

として認識し支援を望む分野などを考慮し、 終課題として決定する。 
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4.  参加の仕方：サプライヤー企業はTier‐1企業の推薦や選定により、顧客Tier‐1企業とN.L.経済開

発省によって実施された募集に応じて推薦されたサプライヤーリストに掲載され、参加者と

なることができる。 

a.  選定及び資金準備期間：3か月 

b.  支援実施期間：資金受領後、6か月。 

5.  Tier‐2企業の参加費：政府予算の内の使用可能な助成金の金額によるが、実施期間に対し、1

社あたり 低約10,000ペソと推定。 

メモ： ここでいう参加費は、享受するコンサルティングサービスの費用のことであり、カイ

ゼン活動の実施に係る全ての経費は各参加企業が自社で負担する（例：データ収集に

要する人件費やレイアウト変更による設備移設費、機材購入経費など）。 

6.  トレーナー：SEDECが派遣する4名からなるカイゼントレーナーのチームが特定され評価され

た。彼らは現地のコンサルタントで選定された企業において、企業自身がその工程や製品の

カイゼンを実施できるよう、「現場カイゼン」手法を教授する。トレーナーは以下のような専

門分野でも支援を行うことができる。 

•  戦略計画の策定 

•  品質システムの実施：ISO9001、ISO14000、ISO/IEC17025、AS9100、ISO/TS16949 

•  新製品開発 

•  サプライヤー開発 

•  電器、電子、金属機械、医療、食品産業を対象とした検査、破壊試験、非破壊試験 

•  計測 

•  真因分析と問題解決 

•  Six Sigma 

•  カイゼン 

•  Core Tools (FMEA, SPC, MSA, PPAP, APQP, CP) 

7.  実施期間：この支援サービスは以下の手順で実施する。 

カイゼン支援は、様々な手続きを経て選定・決定された企業に対し、約6か月（約25週間）

を一サイクルとして実施する。 

Task/Step Remarks
1.  T1参加企業の発掘と選定  継続
2.  Tier‐1のサプライヤー推奨、分析、選定 1～3週間
3.  州政府と Tier‐1企業の間の合意書の署名 1週間
4.  プロジェクト予算承認を得るために資金源に対する手続き 2～4週間
5.  企業診断実施（現状分析） 

6か月 
（25週
間） 

6.  カイゼン支援計画の策定（カイゼンテーマ／目標の設定）並びに、Tier‐1と SEDEC
による報告／モニタリング会議の頻度に係る計画）

7.  現場カイゼンの実施（テーマの優先順位付け、テーマの現状把握、目標設定、活動
計画、真因分析、対策調査と実施、効果の証明、標準化と懸案事項、将来の課題） 

8.  終評価 
9.  結果発表の実施  1日
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支援サービスを提供するための活動計画 

1.  トレーナーになり得る人材の特定とカイゼン支援にあてる時間等の評価（ID A/P =1.1） 

技術支援活動の実施に4人のトレーナーを手配。彼らはサプライヤー企業の生産現場で活動

を実施する中で、さらに複数のトレーナーを訓練する能力も必要とされる。 

Tier‐1企業もコンサルタント、あるいは社内の人材でトレーナーとなるものを推薦できる。

自社のサプライヤー企業内にてまたは自社内にて活動を継続する。推薦されたコンサルタン

トはそのパフォーマンスに準じ、次のプログラム実施活動に際して考慮されうる。 

特定かの活動 

12人以上のトレーナーを面接しテーマについて熟知し、技術支援の経験も有する4名が残っ

た。彼らは「自動車部門サプライチェーン強化」プロジェクトの第二フェーズで実施された

サプライヤー訪問中に一種の試しを受けたものだ。各人が日本人専門家に同行し評価を受け

た。良い結果をもたらしたことから、選抜されたトレーナーは企業においてカイゼン活動を

継続する上で適性があるとみなされた。各トレーナーの能力や知識を評価するため、日本側

カウンターパートが勧めるトレーナー能力評価様式を用いた。 

将来のトレーナー手配可能性（ID A/P=1.1.1） 

トレーナーの数が少ないため、技術支援の第一ラウンドでは顧客Tier‐1企業、SEDEC、CLAUT、

Tier‐2が推薦するコンサルタントを訓練することになる。その目的は、本プログラムが成熟す

るに従い増加する技術支援に応ずる能力を備えるためである。 

2.  サプライヤー開発を必要とする顧客Tier‐1の特定とそのニーズを確認する。（ID  A/P  =  1.2  y 

1.2.1） 

地元のサプライヤー開発を必要とする顧客企業を特定しコンタクトするために調査を行

う。そしてプログラムに参加する潜在能力を持つ企業について知るため。プログラムの紹介

をして現在使っているサプライヤーに対する要件を知らせてくれるよう依頼し、さらに顧客

企業は自社のサプライヤーにニーズ、現状の問題点を特定し伝える必要がある。そのように

して、期待する水準と要件を自社の持つ地元のTier‐2企業に確認する（日系企業も含む）。 

3.  プログラムの支援を受けるサプライヤー推薦（ID A/P= 1.3） 

顧客企業Tier‐1は自社のサプライヤーの主たる問題点とニーズを分析し、製品や工程に も

インパクトを与えるものを特定する。プログラムの支援を受けるために優先順位をつけたリ

ストが推奨される。リストにはサプライヤーのニーズが特定されている。 

サプライヤー側の、支援に関する関心やフィードバックを知るためサプライヤー企業を訪

問し状況を知り情報を取る。補助金のつく支援プログラムに関しその負担額をサプライヤー

に知らせる。 
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4.  Tier‐2の選定（支援対象）（ID A/P=1.3.1） 

Tier‐1が特定のテーマに関しカイゼン支援して貰いたい対象として関心を持つ現行のサプ

ライヤーを示す。あるいは事前に評価された企業で自社のサプライヤーとなる潜在能力を持

つ企業を選定することもできる。 

5.  プログラムの資金繰りのための資金（ID A/P= 1.4, 1.4.1） 

顧客Tier‐1企業から得る情報とともに、そのサプライ開発のニーズとサプライヤーリストに

示される主要な問題点をもって、募集を待ちその要件に情報を適合化するに先立ちINADEM基

金を用いるためのプロジェクト様式を先行記入する。 

募集が開始されたら先に述べた情報を事前に記入したプロジェクト様式を募集の要件に合

わせ、内容の評価を得るために上にあげ、承認まで2～4ヵ月待つ。 

6.  サプライヤーにトレーナーを割り当てる（ID A/P= 1.5） 

プロジェクトの資金が承認されたら、以下に示す活動を実施しサプライヤー企業にカイゼ

ン活動トレーナーを1名割り当てる。 

a.  Tier‐1及びサプライヤー企業に承認された資金に基づいて支援が行われることを確認する。 

b.  トレーナーの従事する可能性と能力についてTier‐1と検討する。 

c.  サプライヤー選定と開発のニーズを考慮し、入手可能なリストにあるトレーナーを確定

するため扱うテーマについて検討する。 

d.  顧客Tier‐1企業と共に、トレーナーとTier‐2の適正な割り振りを確定し確認する。 

e.  カイゼン活動の途中と終了時にサプライヤーと共に（トレーナーの）評価計画を実施（頻

度、評価基準を設定）。 

7.  予算規模の確定 

承認された予算を考慮する。申請額を下回る場合、顧客Tier‐1企業と、どのサプライヤーが

支援対象から外れるかを検討する。同様に調整を試みるためにトレーナー／コンサルタント

の見積もりを見直す。支援はコンサルティングの総額を補助する形で提供する。 

8.  企業のための計画策定支援 

トレーナーが選定され、サプライヤーに割り振り紹介した後、6ヶ月の支援期間中の計画を

策定する。資金運用の実際面から計画は5ヶ月で実施することを踏まえる。調整期間や証明す

る書類などのことも考慮する必要がある。 

サプライヤー企業に支援計画を示しTier‐2企業の責任覚書署名をとりつけ、活動が開始され

る。 

9.  カイゼン支援サービスの実施 

実施すべき課題が決まった後は、各課題について決定した目標を達成すべくカイゼン支援

が開始される。 
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10. 支援実施の評価 

実施結果の評価及び実施報告書の作成（Tier‐2に対する提言を含む）。 

支援プロジェクトの開始時の準備活動 

技術支援実施（Tier‐2に対する支援サービスの実施）の前に実施すべき活動は、技術コンサ

ルタントの支援を受けながら州政府が行う。従って、技術支援を受ける前にやるべき活動（こ

れには、Tier‐1やTier‐2も協力できる）は、次の通りである。 

1.  技術支援を施す人材の特定 

2.  Tier‐1のニーズの調査 

3.  Tier‐2選定（支援目的） 

4.  募集要項に従い募集を待つ間、適切な資金を適用できるようプロジェクト案を策定する。 

支援スキームと費用の内訳 

Tier‐2サプライヤーへの技術支援サービス実施に係る費用は、政府の財源及び民間から以下

の方法で負担する： 

  経費負担

連邦政府  80～85% 
州政府 
Tier‐2企業 15～20%

 

カイゼン委員会［カイゼン会合に参加する企業グループ］ 

カイゼン委員会、別名カイゼングループとはヌエボレオン州の、JICAプロジェクト「自動

車部門サプライチェーン強化」に以前参加し、業務活動の中にカイゼンを取り入れたTier‐2

企業が形成するグループである。さらに、委員会には外部専門家、Tier‐1企業側の専門家も参

加しSEDECの専門職員も支援する。 

カイゼン委員会の活動はメンバー企業自身が開催する定期的な会合でそれぞれの生産現場

で実施したカイゼン活動のフォローを行う場である。会合はそれぞれ違う企業で行われ、ホ

スト企業が自社の活動と、社内工程に従って手法を順応させたことを発表する。その他の企

業はカイゼン活動のリーダーを代表として会合に送り、ホスト企業の現場で気づいた課題に

ついて意見やフィードバックをする。これらは将来のカイゼンテーマとなる。 

会合への参加招待は専門家であるトレーナーやTier‐1企業のサプライヤー開発部署の社員、

SEDEC職員などにも広げられ、これら参加者は自分たちの知識や課題を会合に資することが

できる。さらに委員会でカイゼン活動の実施をさらに高めるため、研修コースやワークショ

ップも提供することができる。 

カイゼン活動は自社内にて継続実施するために参加者同士の助け合いが要される。そうで

ないと、企業がカイゼン文化の実施に関し成長していないうちは、その実践がTier‐2企業内に

根付くことは難しい。カイゼンリーダー同士が強化を目指して活動を継続することが必須で

ある。 
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企業間のカイゼン委員会に参加するよう招く 

Tier‐2企業がカイゼン委員会に参加するには、SEDECが提供するヌエボレオン州サプライチ

ェーン強化プログラムにおいて、技術支援実施の終了時に積極的で肯定的なパフォーマンス

という評価を受けていなくてはならない。 

Tier‐1に推奨されプロフラム参加企業として技術支援を受ける対象企業として選定された

Tier‐2の管理職スタッフ／経営陣は、カイゼン活動に人的資源を投入し活動を実践することを

サポートすることによるメリットを感知する目的で、一時的にカイゼン委員会の活動に参加

することができる。技術支援の立ち上げ時に、Tier‐2の管理層が初期支援を与えることを可能

にする。 

企業社員に対する研修サービス 

形態A.技術支援課題についての現場担当者への理論研修 

1.  内容 

1)  研修目的：Tier‐2サプライヤーの社員が、「管理方法」、「生産技術」という、製造現場でカイ

ゼン活動を実施するのに不可欠なテーマについて、その理論的知識と実践的技能を習得する。 

2)  研修参加者：カイゼン活動を実施することを希望する自動車部品サプライヤー企業の工場長、

マネージャー、製造ラインのスーパーバイザー、製造現場担当者。 

自動車産業サプライチェーンに参加していない企業であっても、自社にカイゼンを導入し

たいと希望する企業も含む。 

3)  研修方法： 

a.  理論研修：品質管理、生産管理の手法についての理論研修 

b.  実務研修：参加者の生産に関連する具体的なプロセスについて技術的テーマを実施す

る。 

c.  企業訪問を通した研修：実際のケースを通して学ぶため、モデル工場でテーマをプレゼ

ンテーションする。 

4)  研修日程： 

以下の年間計画に従った募集に準じる。 

a.  理論研修： 低2回のイベント。しかし、Tier‐2企業の開発ニーズに準じて定められた支

援計画を適合化させる。 

b.  実務研修：通算1回 

c.  企業訪問による研修（適性規範（good practice）を可視化する）：通算1回 

5)  研修テーマ：研修テーマは以下に記述する 

各研修の募集要項に記載する「研修の概要情報」を参照すること。 
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第一回理論研修 
日程  ： 未定

テーマ  ： 品質管理の基礎知識① 
品質の 7つ道具の実施（層別、パレート図、ヒストグラムなど） 

参加者  ： 自動車部品サプライヤー企業の品質マネージャーとラインのスーパ
ーバイザー（約 30名）

募集人数  ： 40名 
講師  ： 政府が契約する外部コンサルタント

 
第二回理論研修 
日程  ： 未定（3日間） 
テーマ  ： 品質管理の基礎知識② 

設備総合効率（OEE）の基礎理論とその演習

参加者  ： 自動車部品サプライヤー企業の品質マネージャーとラインのスーパ
ーバイザー 

募集人数  ： 40名 
講師  ： 政府が契約する外部コンサルタント

 
第一回実務研修（プラスチック射出成形技術）

日程  ： 未定（2日間） 
テーマ  ： ①  射出条件の設定（計量、ショートショット法、VP 切替値、ゲー

トシール、保圧） 
    ②  パージ（色替え、マスターバッチ）
参加者  ： 自動車部品サプライヤーでプラスチック射出成形企業の製造マネー

ジャーとラインのスーパーバイザー（約 30名）

講師  ： Tier‐1企業の専門家 
外部コンサルタント

 
第一回企業訪問研修 
日程  ： 未定（1日） 
テーマ  ： 製造工場での品質管理の実例を知る（訪問工場：Aisin Monterrey） 
参加者  ： 自動車部品サプライヤー企業の品質管理マネージャーとラインのス

ーパーバイザー（約 15名）

 

6)  参加申請の方法：添付する「募集要項」に従い、次のメールアドレスに参加を申し込む。

cve@nuevoleon.gob.mx 

7)  参加費：変動（イベントごとのコスト、補助金によっては経費ゼロ） 

8)  講師／研修担当者：講師は、州政府が派遣する技術支援機関（SEDECが評価した組織）の人

材、ローカルコンサルタント、大学教授、技術専門家、企業で生産管理の経験を持つ人材な

どである。講師が所属する主な機関は次の通り。 

•  外部コンサルタント 

•  Tier‐1企業のサプライヤー開発担当部門の責任者 

•  その他 

2.  活動計画 

1)  コース／セミナー、ワークショップの特定とインストラクターの特定 

指導対象の研修提供カタログを擁す。さらに理論研修・実習訓練を提供する地元のコンサ
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ルタントを手配する。又、プログラムに参加する民間企業内の専門家の支援も頼み企業の施

設（工場訪問）と人材を利用する（理論研修・実習訓練）。 

2)  企業のニーズ分析と課題の選定 

a.  Tier‐1側からのTier‐2の課題。Tier‐1企業は自社の開発部門をサプライヤーに提供。 

b.  Tier‐2自身のテーマのニーズ。サプライヤー自身が支援のニーズを提案する。 

c.  カイゼン委員会がメンバー企業の開発のための知識を強化するテーマを提案する。そのよ

うな研修コースはプログラムの参加企業、サービスを申請したサプライヤーにも開かれ

る。 

3)  講師の発掘と選定 

Tier‐1のニーズ及びTier‐2の要請に従って、研修のテーマ、場所、講師、費用、参加者の人

数、研修レベルを決定する。 

4)  理論研修の理論整理と研修用資料の準備 

各研修及び任命される講師によって決める。 

メモ： 必要な研修資料の準備のためには、専門家、大学の先生の指導が必要である。 

3.  支援当初の準備活動 

1)  企業のニーズの分析 

研修を受けるために重要なテーマについて、Tier‐1、Tier‐2にアンケートを実施する。 

2)  テーマの選定 

Tier‐1の必要要項とTier‐2へのインパクトを考慮してテーマを評価し、より優先度の高いも

のを選ぶ。そして、Tier‐2を対象として研修を実施する。 

テーマは、常に企業のニーズの診断結果に従い、製造現場で実施される技術支援の課題と

関連性があること。 

人材研修サービス 

形態B.経営者及びマネージャー対象の研修 

1.  支援サービスの内容 

1)  目的：ヌエボレオン州内の製造会社が会社経営及び日本式生産手法について知識を深め、ロ

ーカル企業が自動車産業サプライチェーンに参画するのを容易にする。 

2)  参加者：以下の企業の生産管理に関与する経営者及び幹部 

•  ヌエボレオン州及び地域の近隣州にある自動車部品製造企業 
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•  将来、自動車産業サプライチェーンに参画することを希望する企業 

3)  活動： 

研修のタイトル：「カイゼンの卓越性」 

•  講師：未定。募集要項にて知らせる。 

•  研修の目標・期待する成果：参加者が、カイゼンに焦点を当てた活動をやることの会社へ

のメリット、そして、現場担当者が考え方を取り入れるように研修し、それを実施するた

めに時間・コストをかけてやることのメリットを理解すること。 

•  参加募集人員：40社 

•  日程（研修の形態、日付、場所）：未定。メール及びオンライン案内状にて送付する募集

要項にて知らせる。 

•  主な主催者と協力機関：州政府 

•  参加申請の方法：メールによる募集要項を通じて、又はオンライン案内状による申請書。 

•  参加費：無料 

•  連絡先：cve@nuevoleon.gob.mx    Tel: (81) 2033‐33214 

•  情報提供方法 

企業は、以下のURLの月次広報で、又はオンラインで案内する研修プログラム、又は結果

報告で、今後の研修計画を知ることができる。 

http://www.supplyhub.nl.gob.mx/docs/BOLETIN.pdf 

過去の研修内容については、次のURLで知ることができる。 

http://www.supplyhub.nl.gob.mx/docs/CapacitacionProveedores/ 

ビジネスマッチング・イベント 

内容 

1)  目的：メキシコのTier‐2とメキシコ内外で稼働するTier‐1の間のビジネスマッチングを促進す

ること。 

2)  参加者： 

•  メキシコで既に設立している企業で、輸入代替プログラムをもつ自動車部品製造企業

（Tier‐1）、又はメキシコに進出する可能性を検討している企業、あるいは自社の外国に

ある製造ラインのためにメキシコのサプライヤーを探している企業。 

•  ヌエボレオン州で既に設立している製造企業（Tier‐2）、又は将来自動車産業サプライチ

ェーンに参画することを希望する企業。 
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3)  活動： 

ビジネスマッチングミーティングの開催 

イベントのタイトル：「自動車産業ビジネスマッチング」 

•  アジェンダ（製品の展示会、講演、日付、場所などの詳細） 

•  参加企業：主な日系自動車部品製造企業（Tier‐1） 

•  主催者、協力機関：州政府が次の協力機関と協力する：商工会議所、大使館・領事館、

ProMéxico 

•  参加要請の方法： 

Tier‐1: 招待又は次のメールアドレスに参加を申請する。cve@nuevoleon.gob.mx 

Tier‐2:  Supplyhub  www.supplyhub.nl.gob.mxに登録されているサプライヤーのメールアドレ

スにTier‐1から招待することによる参加（参加をするために登録する必要がある）。 

•  参加費：無料 

•  連絡先：cve@nuevoleon.gob.mx    Tel: (81) 2033‐3237 

ヌエボレオン州の企業情報の要請に対する個別対応（サプライヤーの工場への訪問の調整） 

•  要請されたサプライヤーの情報を提供し、サプライヤーの工場訪問を調整する。 

•  企業情報の要請方法 

‐  サプライヤーDirectoryに登録されている企業の情報の申請。Tier‐1企業は、電子メール

で以下に示す連絡先に情報を申請することができる。 

•  情報要請の費用：サプライヤーの発掘プロジェクトを持つ買手側企業に対しては無料。 

•  連絡先：Gilberto Guzmán、産業プロジェクト調整官 

jose.guzmanc@nuevoleon.gob.mx    Tel: (81) 2033‐3237   

•  情報提供：提供しているサービスについては、以下のURLで詳細をご覧下さい。 

http://www.supplyhub.nl.gob.mx/docs/BOLETIN.pdf 

サプライヤー発掘プロジェクトとの連携 

企業連携センター 

内容 

1.  目的 

自動車部品製造企業（Tier‐1）、特に日系企業が、ヌエボレオン州又はメキシコ国内にある、

部品／材料のサプライヤー、又は合弁プロジェクトのパートナー企業、自動車産業のサプラ

イチェーンに参入することを望む企業を効率よく発掘し選定することに貢献する。 
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2.  サービスの裨益者 

•  自動車部品製造企業（Tier‐1）、特に日系企業（Tier‐1）。 

•  ヌエボレオン州及びメキシコ国内に存在するコンポーネント製造企業、及び将来自動車産

業サプライチェーンへの参画することを望む企業。 

3.  活動： 

「サプライヤーDirectory」の提供 

ヌエボレオン州、ケレタロー州、グアナファト州、ProMéxico、JETROが作成した、メキシ

コ国内自動車部品製造企業の情報を広く一般に提供する。 

•  Directoryに登録される企業： 

‐  ヌエボレオン州及びメキシコ国内に存在するTier‐2として自動車産業の経験がある

コ ン ポ ー ネ ン ト 製 造 企 業 で 企 業 連 携 セ ン タ ー に 登 録 し て い る 企 業

www.supplyhub.nl.gob.mx 

‐  自動車産業のサプライヤーとしては、業種によっては代理店をも含む。詳しくは次

のメールアドレスに情報を請求してください。cve@nuevoleon.gob.mx 

•  情報の種類：企業の概要、製品、プロセス、情報源など。 

•  自動車部品製造企業（Tier‐1）で、自社の生産ラインに製品を導入するためにサプライ

ヤーを探している企業、又は戦略的連携の構築を希望する企業に対する情報サービス。 

•  必要要項ベースで興味のある会社の詳細情報を個別に提供するサービスの要請。 

‐  情報請求の方法：以下のメールアドレスに連絡。jose.guzmanc@nuevoleon.gob.mx 

Directoryに登録を希望する企業へのサービス 

•  登録を申請する方法：企業連携センターへの登録を通して。そして、自動車産業のサプ

ライヤーとしての経験を記載する。 

•  企業連携センターへの登録方法に関する詳細情報： 

次のリンクでガイド参照のこと。http://www.supplyhub.nl.gob.mx/docs/GUIA.pdf 

•  サプライヤーDirectoryへの登録のための基準：自動車産業で経験を有する製造企業であ

るサプライヤーで、登録時に自動車産業界に顧客を持つことを証明できる企業。 

•  連絡先：Gilberto Guzmán,  産業プロジェクト調整官 

jose.guzmanc@nuevoleon.gob.mx    Tel: (81) 2033‐3237 

可能性のあるサプライヤー発掘サービス 

Tier‐1企業のサプライヤー発掘プロジェクトを支援し、生産ラインに参画できるようにする
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ため、Tier‐1の要請に対し自動車産業に従事する製造企業の情報を提供する。 

•  自動車部品製造企業（Tier‐1）に対するサービス 

‐  サプライヤー発掘プロジェクトの支援 

‐  要請ベースで可能性のあるサプライヤーの情報を個別に提供する。 

‐  情報申請の方法：次のメールアドレスに連絡する。jose.guzmanc@nuevoleon.gob.mx 

•  ヌエボレオン州の自動車産業サプライヤーDirectoryに登録を希望する企業のためのサー

ビス 

‐  登録企業のメリット：可能性のある顧客に対して自社の情報が行きわたること。 

‐  登録のための基準：次のURLに登録する。www.supplyhub.nl.gob.mxそして、自動車産業

のサプライヤーとして申し込む。（自動車産業界の顧客と仕事をした経験がある） 

‐  登録申請の方法：次のURLにある登録手引き参照。 

http://www.supplyhub.nl.gob.mx/docs/GUIA.pdf 
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(3) ケレタロ州 

ケレタロ州持続開発省 

マスタープラン案 
産業部門推進計画 

目的 

ケレタロ州持続開発省の強化計画を通じて地元企業（特にTier-2）の競争力を高めること

により、自動車部門を中心とする産業部門のサプライチェーンを強化すること。 

基本方針 

上記の目標達成に向け、州政府は基本的支援となる4つの計画を含むモデルを策定した。 

本計画は州内の戦略部門にてサプライチェーンを形成する企業を対象とし、特に自動車部

門に焦点が当てられる。 

範囲／サービスの内容 

提供する計画は次の通りである。 

 

 

支援対象企業 

メキシコ国内既存の現地製造企業で（法人の場合、日系企業や外資企業も含む）、自動車部

品のサプライチェーンに参画してきた（あるいはそれを望む）企業が対象となる。企業また

はその製造工場がケレタロ州内にあることとするが、支援サービスの種類にもよる（例：デ

ータベースによる情報提供、その他）（商社やメーカー等の情報も含む。） 

ケレタロ自動車部門支援計画 

ビジネス連携計画 競争力向上計画 

商談会 

セクター別 

企業別 

産業連携 
サービス 

サプライヤー
（Tier2） 

バイヤー
（OEM/Tier1）

自動車産業 
名簿 

カイゼン計画 

サプライヤー 
開発計画（コンサ

ルティング） 

カイゼン 
グループ 

研修計画 

作業者・技術者
向け技能開発 

監督者・管理職
向け能力開発 
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［支援スキーム1］：商談会 

(1) 支援サービスの内容1 

1) 目的：地元のTier-2企業と主として日系のTier-1企業の取引関係が増加するよう、ビジネス情

報の交換に資する面談会を開催し新たな顧客とサプライヤーの関係強化に繋がる、適切な業

務環境を生むことを通して、両者のビジネス関係を振興する。 

2) 参加者： 

• ケレタロ州および周辺地域に設立された自動車部品製造企業（Tier-1）、ならびにケレタロ

州進出の可能性を検討している企業。 

• ケレタロ州および周辺地域に設立されたTier-2製造企業、ならびに将来自動車部門のサプ

ライチェーンに参画したいと望む企業。 

3) 活動： 

① 部門別商談会 

• 部門のニーズを把握する。 

• Tier-1企業を募り各企業固有のニーズを把握する。 

• Tier-1企業の要請する需要に従いサプライヤー企業を募る。その目的とするところは

実際のニーズにサプライヤー企業が対応できるようにするためである。 

• アジェンダ：知らされた需要に応じ、潜在サプライヤーとの面談の約束を取り付け、

Tier-1企業毎に個別のアジェンダとする。 

• 参加企業は日系自動車部品製造企業（Tier-1）。 

• 主催者・協力者：州政府が商談会を開催する。 

• 参加依頼方法：商談会の公式ホームページで商談会情報を共有する。同様に州政府の

公式ページやデータベースにある宛先に電子メールを送付するなどして共有する。 

• 参加費用：この商談会はビジネス連携を融通する目的をもち無料である。 

② Tier-1企業との商談会 

• この計画は大規模Tier-1企業のニーズから生まれた。現地調達の強化に資するため

で、現地調達の強化と、サプライヤーが国内に立地する場合は輸入コストを回避する

ことを目的とする。 

• 手順： 

- Tier-1企業のニーズを深く把握するため、それら企業を訪問する予定表を作成する。 

- サプライヤーを探している対象となる工程や部番の個別リストを依頼する。 

                                                  
1 各州は少なくとも年に一回、商談会を開催してきた。過去の開催時に学んだことを考慮し、この支援サービスを分析す

る上で過去の経験を見直す。 
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- 要求項目を検討しデータベースを通じて要求に見合うサプライヤーが見つかっ

たら、ビジネスのチャンスがある点を強調して募集をかける。 

- 企業内で行われる商談会で、サプライヤー向けの3種の活動が展開される。部番

の展示（部品）、生産現場の視察、商談である。こういった活動はサプライヤー

企業がTier-1のニーズをより良く理解するよう、その内容が定められる。 

- 情報申請の経費：ビジネス連携に資するためこれら商談会は無料である。 

［支援スキーム2］：産業連携システム 

(1) 支援サービスの内容 

1) 目的 

主に日系の自動車部品製造企業（Tier-1）がケレタロ州に設立しているTier-2サプライヤー

企業を効率よく探し出し選定できるようにし、ひいてはプロジェクトのパートナーとして、

または共同投資先としての可能性も持てるようにし、自動車部門のサプライチェーンに参画

したいと望む企業を探し出すことにも寄与する。 

2) サービスの受益者 

• ケレタロ州ならびに周辺地域の特に日系企業である自動車部品製造企業（Tier-1）。 

• ケレタロ州にあるTier-2製造企業で、ケレタロ州ならびに周辺地域の特に日系Tier-1企業の

サプライチェーンにより深く参画したいと望む企業。 

3) サービスの内容： 

① 「サプライヤー名簿（仮称）」の提供 

サプライチェーンに新たなTier-2サプライヤーを含めようと検討し決定するプロセス

に関与しているTier-1企業内の担当者に、主な製造工程のサプライヤー情報を提供する。

これにより潜在的サプライヤーを探し出し評価することが容易となる。名簿にはグアナ

フアト州、ヌエボレオン州、ケレタロ州、ならびにプロメヒコとジェトロが提供作成し

た情報も含まれる。 

• 名簿に登録される企業 

- ケレタロ州ならびに周辺地域の自動車部品製造企業として既存のもの（Tier-2とし

て位置づけられる企業）。将来、自動車部門のサプライチェーンに参画したいと望

む企業。 

- 他業種の流通／販売企業も含まれる。 

• 情報の内容：各企業の全体情報、製品、工程、情報源その他。 
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• 自動車部品製造企業（Tier-1）のためのサービス。 

- 企業の依頼に基づき、関心の対象となった企業の情報を個別に提供する。 

- 情報申請方法 

• 名簿に登録を希望する企業のためのサービス 

- 登録申請方法 

- 登録の基準 

• コンタクト先 

• 本サービスの規定や操作上の規定を一般に知らしめる。 

② データベース情報の利用 

ケレタロ州および周辺地域に既存する製造企業に係る情報を申請に基づき個別に提

供する。 

受益者：自動車部品製造企業（Tier-1）。 

目的：購買要件や製造能力における要求事項などに配慮し、関心の対象となった企業の

詳細情報を申請に基づき個別に提供する。 

情報申請方法：以下のいずれかの方法で申請に応じる。 

• 電子メール 

• 電話 

• ホームページwww.queretaro.gob.mx/sedesu 

③ データベース登録と在籍 

受益者：Tier-2の製造企業 

目的：自動車部門のサプライチェーンに関与している製造企業に対し、自動車部門の

Tier-1企業がデータベースを使用することで将来的な顧客に向けて自社の情報を送り、

同様に自動車部門名簿に含まれることにより取引関係を得るチャンスを提供する。 

申請方法：以下の方法にて対応する。 

• ホームページwww.queretaro.gob.mx/sedesuよりダウンロードした様式に記入すること。 

［支援スキーム3］：カイゼン計画 

サプライヤー開発計画（コンサルタント指導） 

(1) 支援サービスの内容と形態 

1) 支援方法： 

ケレタロ州在住の零細中小企業に対しカイゼンコンサルタントを通じて、企業診断と現場

の生産性をテーマとしたカイゼン提案を提供する。 

A-1-3-28



5 

2) 支援対象企業： 

自動車産業部門のTier-2サプライヤー 

自動車産業部門に参入できる潜在サプライヤーで、将来Tier-1企業のいずれかと取引を行

う可能性を持つようなTier-2企業に転換できるもの。 

3) 支援内容（範囲）： 

本サービスにおける「診断」と「カイゼン支援」の範囲は現場における品質向上と生産性

向上（不良低減、コスト削減、納期短縮その他）である。したがって経営面や財務管理、マ

ーケティングなどの評価は含まれない。 

【支援の主要テーマ】 

カイゼンコンサルタントが扱う主な支援テーマはTier-2企業の診断結果と現状に応

じ、カイゼンの余地がある分野にて対応する。 

4) 参加形態： 

Tier-1企業の推薦とTier-2企業の申請を通じて参加者を求める。添付の「募集」書類に基づ

き州政府が決定する。 

適用期間 ： 2015年6月～2016年7月 

期限 ： （期限月） 

選定期間 ： 州政府は選定結果を2015年9月30日までに通知する。 

5) 参加費用： 

実際に提示されたプロジェクトごとに費用が決定される。 

6) トレーナー： 

カイゼンに明るいコンサルタントの中から選定する。個別にプロジェクトの内容に応じて指

導員の数を決める。現在、以下のようなコンサルタント会社を含めることが考えられている。 

KEISEN, Global Productivity System, LENSYS, OPEX. 

参加を希望するコンサルタント会社は次のような自動車産業部門の主要な製造工程に関す

る経験を有していることが望ましい。 

• プラスチック射出成形工程 

• 金属部品の加工 

• 金属プレス加工 

• 鋳造工程 

• ゴム成形 

• その他 
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7) 実施期間： 

この支援サービスは次のような手順で実施される。 

諸々の手続きを経て選定され確定した企業に対し、約9ヶ月のサイクルでカイゼン支援が

実施される。 

課題／ステップ 備考 
① 参加企業を探し選定する。 ：3 週間 
② 州政府、コンサルタント会社、関係企業の合意書署名（覚書） ：1 週間 
③ コンサルタント会社による企業診断実施（現状分析） ：9 ヶ月 
④ コンサルタント会社によるカイゼン支援計画の策定（カイゼンのテーマ／目

標設定） 
⑤ コンサルタント会社による現場－カイゼンの実施（真因分析、対策検討、対

策実施、効果評価） 
⑥ コンサルタント会社による最終評価 
⑦ 結果発表の実施 ：1 日 

 

8) その他 

(2) 支援サービスを提供するための活動計画（アクションプランA/P） 

1) Tier-1企業のニーズ確認 

日系Tier-1企業の持つ現地Tier-2に対する期待や要求を確認する。 

2) Tier-2の選定（支援目的） 

Tier-1 企業の支援が担保できる、またはTier-1の将来的なサプライヤーとなれる企業。 

3) 現地トレーナーの選定（候補者） 

①Tier-1のニーズ調査とTier-2の技術レベルの調査。②現地トレーナーの身元調査（特にレ

ベル3）。③選定基準の確定、④選定方法の確定、⑤募集、⑥選定、⑦評価、⑧登録、他 

4) 企業向け支援計画の策定 

5) カイゼン支援サービスの実施 

6) 予算規模と参加企業の負担額決定（Tier-2） 

連邦･州政府の補助金プログラムの活用とその利用可能性、対象企業数の確定、企業負担額

の決定。 

7) 支援計画実施のための計画策定 

① 覚書（合意書）をTier-2企業と交わす。 

② 結果評価と実施報告書の策定（Tier-2企業の意見も入れる）。 
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(3) JICA協力プロジェクト期間中に開始する準備活動 

本支援サービスの 初の4ステップについて（上記A/P）はメキシコ側のイニシアティブで

行い、プロジェクト期間内に準備を開始する予定である。また日本人技術専門家の関与が重

要と考える。 

1) Tier-1企業のニーズ調査。 

2) Tier-2企業の選定（支援目的）。 

3) 現地トレーナー選定（候補者）。 

4) 企業向け支援計画の策定。 

カイゼングループ 

(1) 支援サービスの内容と方法 

1) 支援方法： 

Tier-2サプライヤーによる生産的なスペースを創り上げ、市場開発、生産量の増加にどう

対応するか、人材育成などのテーマにおいて取り組みを行う。また、Tier-2自身の努力によ

ってカイゼン活動を継続し、研修計画の策定、メンバー会社の訪問、協働でTier-1やOEMと

情報交換するスペースを創り上げる。 

2) 支援対象の企業： 

1. JICA（日本国際協力機構）の指導と訓練を受けた企業。ケレタロ自動車クラスターに所

属する義務はない。 

2. Tier-1企業の推薦を受けたTier-2企業でケレタロ自動車クラスターに所属するもの。 

3. Tier-2委員会の招待を受けたTier-2企業でケレタロ自動車クラスターに所属すること 

3) 支援内容（範囲）： 

本ワークショップグループの構成企業の生産能力や品質能力を向上させ、OEMやTier-1企

業に各社の自動車部品を供給し自動車部門において取引量を増加する、ひいては新規ビジネ

スを獲得するよう促進することを目的とする。 

4) 参加形態： 

• カイゼングループに所属することに加え、ケレタロ自動車クラスターに加盟することによ

りクラスターがその構成員に提供する恩恵を受けられる。 

• カイゼングループに所属するだけで活動計画の通知を受けることができる。 

5) 参加費用： 

• 自動車クラスター加盟：年間会費$15,000+I.V.A. 

• カイゼングループ参加のみ：年間$8,000+I.V.A. 
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6) 活動： 

このTier-2グループは先に述べた目的を達成するため次のような活動を実施する。 

6.1 品質向上、コスト削減、生産性向上に焦点をあてた活動（Tier-2企業同士のカイゼンイベン

ト）。 

6.2 社内の人材開発に関連した活動。 

6.3 講演会、セミナー等の組織と実施。 

6.4 自動車部門の情報収集とサービス（クラスター会員のみ） 

6.5 Tier-1やOEMとのビジネスチャンスに繋ぐ（クラスター会員のみ） 

6.6 専門職化の戦略とプログラム（クラスター会員のみ） 

6.7 「顧客の声」調査（クラスター会員のみ） 

6.8 公的資金を用いたプロジェクト要請と手続き（クラスター会員のみ） 

7) 守秘義務： 

グループのメンバーはTier-2グループ以外に対し、Tier-2委員会の活動を通じて得た各企業

の機密情報を漏らしてはならない。 

Tier-2グループに所属する企業のいずれかの機密性に反するような行為が発覚した場合、

当事者はグループから排斥される。同様に、その行為により被害を受けた企業にはTier-2 委

員会がその訴訟に協力する。 

8) Tier-2委員会の運営員会メンバー： 

グループは運営委員会において次の任務を持つ 

1. 委員長（1名） 

2. 副委員長（1名） 

3. 書記役（1名） 

運営員会メンバーはTie-2委員会のメンバーによって選ばれ、その選抜結果は自動車クラス

ターの全体総会で報告される。Tier-2委員会の任務は自動車クラスターに所属する企業のみ

が就くことができる。 

Tier-2委員会の運営委員会における各任務は次の役割を持つ。 

1. 委員長：グループの代表でその活動を行う。 

2. 副委員長：委員長を補佐し、委員長が活動を行えない場合にはその役割を代わりに実行

する。 

3. 書記役：委員長及び副委員長を補佐し管理業務を行う。 

9) 任期 

Tier-2委員会の運営委員会の任期は3年とし再選可能とする。 

運営委員会のメンバーが辞任したいと望む場合、後任が就任するまでは継続することとする。 

A-1-3-32



9 

10) 報酬 

Tier-2委員会の運営委員はいずれも経済的な報酬は受けない。 

11) 総会と運営委員会 

総会はケレタロ自動車クラスターの方針とスケジュールに従って召集され開催される。 

［支援スキーム4］：研修訓練計画 

(1) 支援サービスの内容 

1) 目的： 

サプライチェーンに関与しているTier-2自動車部品サプライヤー企業に対し、人材開発の

ツールを提供し、自動車産業部門が要求するスタンダードに係る知識水準を上げ、同部門の

現地調達基盤の競争力水準を引き上げることを可能にする。 

2) 研修訓練の参加者： 

a. 作業者･技術者：以下の人員も含むがこれに限るものではない。 

• 機械／生産設備の作業者 

• 保全担当の技術者 

• 品質担当の検査員 

b. 中間管理職・経営陣：以下を含むがこれに限るものではない。 

• 工場の各部門長 

• 工場長 

• 各部署のマネージャー 

• 各部署の係長 

• スーパーバイザー 

3) 研修訓練の形態： 

① 技術研修：自動車部門において固有の課題を優先し、品質指標の向上、製造管理のツー

ルを教える。 

② 実習研修：特定の生産工程に関連した技術プログラム。 

4) 研修訓練日： 

現状の研修計画に沿って実施担当教育機関やTier-1、Tier-2企業ならびに州政府が調整して

決定し、ホームページwww.queretaro.gob.mx/sedesuにて発表する。 

5) 研修テーマ： 

アンケート調査に回答したTier-1、Tier-2企業と調整しつつ把握した研修テーマを以下に示す。 
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作業者・技術者向け研修コース： 

形態：理論研修と実習 

テーマ： 

• CNCの操作 

• 工作機械の操作 

• 電子機械保全の基本 

• 金型の段取り替え担当者用のテクニック 

• プラスチック射出成形型の調節 

• プラスチック射出成形機の操作 

• 電気組み立ての熟練研修 

• 測定器具の扱い 

中間管理職用コース： 

形態：理論研修 

テーマ： 

• 測定システム解析（MSA） 

• ISO / TS 16949:2009仕様の解釈 

• AIAG （全米自動車産業協会）のコアツール（FMEA, MSA, SPC, APQP, PPAP） 

• 故障モード影響解析（FMEA） 

• 統計的工程管理（SPC） 

• 先行製品品質計画（APQP） 

• 生産部品承認プロセス（PPAP） 

• 測定法と測定不確実性の推測 

研修コースの詳細は右のホームページに発表される。www.queretaro.gob.mx/sedesu 

6) 参加申請方法： 

以下の書類を提出すること。研修コースの実施機関が申請様式を送りこれを受け取る。 

• 参加様式 

• 受益企業の様式 

• 受益企業の連邦納税者記録証明書（RFC）の表紙 

• 学歴証明書（必要に応じ） 

• 研修コース参加費用支払い証明書（必要に応じ） 

7) 参加費用： 

研修の内容によって費用は異なる。詳細は各研修コースの情報とともに、次のホームペー

ジにて発表される。www.queretaro.gob.mx/sedesu 
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8) インストラクター／研修講師： 

研修コースを実施する機関が講師のリクルートを行い州政府の持続開発省に提案し承認を

得る。各候補者につき次の書類を提出すること。 

• 適用した評価スキーム。 

• 履歴書。 

• 講師として実施した研修を一覧にする。又、実施した研修時間の要約。 

• 業務報酬の見積り。 

• 研修中に使用する予定の教材。 

• 研修を施す分野での経験を証明する書類。 

(2) 支援サービスを提供するための活動計画（PA） 

1) 自動車産業部門における研修訓練のニーズを発掘する。 

• Tier-1企業のニーズ。 

• Tier-1企業によるTier-2企業に対する要求事項。 

• Tier-2企業自身のニーズ。 

2) 発掘されたニーズの分析 

• テーマの選定。 

• Tier-1、Tier-2企業とともに連携して優先順位を決める。 

• 展開する内容を決める。 

• 各テーマについて実施機関を定める。 

• 各研修の範囲を設定する。 

• 講師のプロフィールを定める。 

• 研修対象者の規模を定める。 

3) 講師探しとその選定 

• 選定基準を設定する。 

• 職業訓練機関やTier-1、Tier-2企業の中から技術指導員を求める。 

• 教育機関で教職人員を求める。 

• JICA協力プロジェクトに参加してきた民間企業や政府組織の人員。 

• JICAやHIDAの元研修生、生産管理分野における経験を積んだ日系企業の人員。 

• 実施機関と連携して講師を選定する。 

4) 資金管理（必要に応じて） 

• 資金源を探し定める。 

• プロジェクト策定。 

• 資金適用のメカニズムを定める。 
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5) 実施 

• 参加者募集 

• 参加者登録 

• 実施モニタリング 

6) 評価 

• 基準設定 

• ツール設計 

• アンケート調査 

• 結果の分析 

• 戦略の再企画 

(3) JICA協力プロジェクトの期間中に開始できる準備活動 

上に述べた活動計画のうち、現時点で以下に該当する研修についてはワンサイクルが完了

している。 

中間管理職を対象とした研修コース 

形態：理論研修 

テーマ： 

• AIAGコアツール（FMEA, MSA, SPC, APQP, PPAP） 

• 測定システム解析（MSA） 

• ISO/TS 16949:2009のための内部監査人の養成 

次のような、作業者・技術者を対象とした実習研修コースについては、JICAプロジェクト

の専門家の支援が必要とされる。 

1) 企業のニーズ分析。 

2) テーマの選定。 

3) 研修を実施する技術的な能力をもった人員を求め定めること。 
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1-4 アクションプラン 

(1) グアナファト州 

Road Map 

支援スキーム 
（サービスメニュー） 活動計画（A/P） 

2015 2016 2017 2018 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 

［スキーム 1］ 
 

製造現場のカイゼン支援 

終了と結果の評価
コンサルタントグループの構成
業務協定の策定
対象企業の確定
支援スキームの実施（T1&T2）
終了と結果の評価

［スキーム 2①］ 
 

研修サービス 
理論研修（製造管理と品質
管理）実習訓練（製造技術） 

テーマの確定 
年間研修計画の策定
インストラクターの選定
研修コースの実施
終了と結果の評価

［スキーム 2.1］ 
 

管理職･経営者向け 
セミナー 

対象分野を見出す
インストラクターと講義するテーマを定める
セミナーのスケジュール立て
セミナーの実施と評価

［スキーム 3］ 
 

［ビジネスマッチング」支援 

商談会の日程確定
商談会企画 
商談会実施 
商談会のフォロー

［スキーム 4］ 
 

情報提供サービス 

提供するサービスの定義
該当するリンクの公表認可
リンクの設計 
リンクの認可 
リンク発表 

［スキーム 5］ 
 

融資 

プログラムの定義
資金充当 
プログラムの普及
経営者対応 
与信認可 
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S1 

支援スキーム 
（サービスメニュー）

活動計画（A/P） 
2015 2016 2017 2018 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 

［スキーム 1］
 

製造現場の 
カイゼン支援 

･ Tier-1 企業のニーズを見出す。 

･ Tier-2 の現状把握。 

･ 最優先課題の選定とカイゼン支援の主要テーマを検討。

･ トレーナーの支援能力評価（候補者） 

･ トレーナー選定の基準を定める。 

･ サービスの対象分野検討。 

･ トレーナー候補者の予備選定（トレーナーとの協定）。 ▲
･ 融資の資金源調査と検討。 

･ 活動の予算組みプロセスを精査し、活動に要する資

金獲得。     

･ 活動資金／予算の確保。 

･ 認可対象サービス案を検討する 

- Tier-1 に向けた募集案内の要件を検討し確定する

（Tier-1 による推薦状用）     

- サービススキームの確定（期間、参加企業数、カ

イゼンテーマ、等）     

- 実施メカニズムの確定（トレーナー、関連機関や組織）

- ルートマップの策定 

･ 支援サービスを最終的に確定する ▲
･ 上記支援サービスの評価方法を定める。 ▲
･ Tier-1 に支援サービスの提案を案内し意見交換を行

う。（スキーム 1 の提案）     

･ 支援サービスの内容を見直し修正する。 

･ 活動資金／予算の確保 

･ 支援サービスの内容を最終的に確定する。（スキー

ム 1 の M/P）     

･ 製造現場にてカイゼン支援サービスを実施する。 

① 参加企業を募集し選定する。 

② 州政府と参加企業の間で合意書を結ぶ。 ◆ 

③ 企業診断を実施する（現状分析） 

④ カイゼン支援計画を策定する（カイゼンテーマ

の選定と目標の設定）。  
▲ 

  

⑤ 製造現場でカイゼン支援を実施する。 

⑥ 各企業におけるカイゼンインパクトの最終評価。 

⑦ サービスの成果発表会実現。 ▲
･ 現場カイゼン支援サービスの評価と分析。 

･ 現場カイゼン支援サービスの将来に向けてフィードバック。

A
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フィードバック 

支援スキーム 1 製造現場のカイゼン支援 

研修講師候補者リスト作成 

研修を実施するための 
講師候補を探す（人材評価） 

候補企業リスト作成 

企業訪問先（候補企業） 
探し（リスト作成） 

Tier-2 選定 

Tier-1 企業ニーズの特定 
（要望/Tier-2 企業に対する要求） 

Tier-2 企業の現状分析 

「支援スキーム 2 研修サービス」

のコンセプト作成 
- 研修方法及び目的の検討 
- 各研修ごとの目的の検討 
- 研修参加者検討 

総合評価 

協力企業探し 

協力企業発見 

診断訪問 

カイゼンプラン

作成 

プランのプレゼンテーション 

実行 

研修参加費決定 

テーマ選定 

理論研修計画作成 

研修参加者レベル定義 
（参加者数） 

講師選定 

研修場所選定 

テーマ選定 

研修参加費決定 

研修参加者レベル定義 
（参加者数） 

講師選定 

研修場所選定 

研修計画作成 

テーマ選定 

研修参加費決定 

研修計画作成 

A
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S2 

支援スキーム 
（サービスメニュー）

活動計画（A/P） 
2015 2016 2017 2018 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 

［スキーム 2］
 

研修サービス 
理論研修 

（製造管理と 
品質管理） 
実習訓練 

（製造技術） 
工場訪問 

による研修 

･ Tier-1 企業のニーズを見出す。（Ｔtier-2 企業に対す
る要望や要求）     

･ Tier-2 の現状把握と分析。
･ 理論研修に関し最優先されるテーマを検討。
･ 実習訓練において最優先されるテーマを検討。
･ 研修用のインストラクター候補を探す（協力リソー

ス元の評価）。     
･ 研修用のインストラクター候補者のリストを作成する。
･ 工場訪問先になる候補企業を探す（リスト作成）。
･ 研修サービスの可能性がある分野を検討する。
･ スキーム 2、「研修サービス」の全般的概念を策定。

- この研修形態と目的を検討する。
- 各研修の目的と到達目標を検討する。
- 研修参加者の検討。 

･ 理論研修の計画策定。 
- テーマ選定。 
- 研修参加者のレベルを決める（人数）。
- インストラクターの選定。
- 研修場所の選定。 
- 研修参加費用を定める。
- 教材作成。 

･ 理論研修の評価方法を定める。
･ 理論研修の実施。 
･ 研修の評価と教訓のまとめ。
･ 将来の理論研修に向けたフィードバック。
･ 実習訓練の計画策定。 

- テーマの選定。 
- 研修参加者のレベルを定める（人数）。
- インストラクターの選定。
- 研修場所の選定（協力企業を探す）。
- 研修参加費用を定める。
- 教材作成。 

･ 研修の評価方法を定める。
･ 実習研修の実施。 
･ 研修の評価と教訓のまとめ。
･ 将来の実習研修に向けたフィードバック。
･ 工場訪問による研修計画の策定。

- テーマの選定。 
- 協力企業を探す。 
- 研修参加者のレベルを定める（人数）。
- 研修参加費用を定める。

･ 工場訪問による研修の評価方法を定める。
･ 工場訪問による研修の実施。
･ 研修の評価と教訓のまとめ。
･ 将来の工場訪問研修に向けたフィードバック。
･ スキーム 2、「研修サービス」の全体的評価とフィ

ードバック。     
･ スキーム 2、「研修サービス」の全般的概念の再構築。 

A
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支援スキーム 2 研修サービス 

研修講師候補者リスト作成 

研修を実施するための 
講師候補を探す（人材評価） 

企業訪問候補企業リスト作成

企業訪問先（候補企業）探し 
（リスト作成） 

Tier-1 企業ニーズの特定 
（要望/Tier-2 企業に対する要求） 

Tier-2 企業の現状分析 

理論研修評価方法の定義 

理論研修実行 

理論研修評価と教訓の要約 

次回に向けた理論研修フィードバック

フィードバック 

「支援スキーム 2 研修サービス」

のコンセプト作成 
- 研修方法及び目的の検討 
- 各研修ごとの目的の検討 
- 研修参加者検討 

協力企業探し 

協力企業発見 

企業訪問研修プラン作成 

リスト確認 
（協力企業） 

協力企業の選定 

研修参加者レベル定義（参加者数）

研修参加費決定 

テーマ選定 

研修参加者レベル定義（参加者数）

理論研修計画作成 

講師選定 

研修場所選定 

テーマ選定 

研修参加費決定 

研修参加者レベル定義（参加者数）

講師選定 

研修場所選定 

実践研修プラン作成 

テーマ選定 

研修参加費決定 

研修計画作成 

「支援スキーム 2 研修サービス」全体コンセプトの再構築 

JICA/GTO マークの授与 

実践研修評価方法の定義 

実践研修評価と教訓の要約 

実践研修実行 

企業訪問研修評価方法の定義 

企業訪問研修実行 

企業訪問研修評価と教訓の要約 

次回に向けた企業訪問研修フィードバック

総合評価

No

Yes Yes

テキストはある

テキスト作成

研修で優先されるテーマを検討する

（理論、実践、企業訪問）

A
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S.2.1 

支援スキーム 
（サービスメニュー）

活動計画（A/P） 
2015 2016 2017 2018 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 

［スキーム 2.1］ 
 

管理職、経営者に

向けたセミナー 

管理職・経営者向けセミナーの評価方法を定める。［スキ

ーム 3］     
サービス提供元の評価（既存サービスと講演提供元など

の評価）     
メキシコサプライヤー企業のビジネス取引の現状調査

（Tier-2 等）と取引を阻害する要因分析。     
メキシコサプライヤー用のセミナーのニーズ調査（Tier-2 等）

日系 OEM、Tier-1 バイヤーのニーズや要求事項の調査。

取引を阻害するバリアーの分析。     
テーマの選定。 
計画策定（年間計画、対象集団、規模、場所等）。 
セミナー開催の資金確保。 
日系 OEM や Tier-1 のバイヤー向け年間計画の説明と協

力要請。     
講演者の選定。 
セミナー実施のガイド策定（セミナーごと）。 
セミナー開催費用の確定と参加者の費用確定。 
セミナー参加の募集（宣伝）。 
セミナー実施準備。 
セミナー実施。 
参加者から得るフィードバックのまとめ（アンケート調査）。

結果分析。     
将来のセミナーに向けたフィードバック。 
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フィードバック

支援スキーム 2.1 管理職、経営者に向けたセミナー 

1 年計画の作成 

Tier-1 のニーズ・要求 

テーマと講師候補のリスト化

テーマ探し 

イベント概要の検討 

セミナー評価方法の定義 存在するサービスの評価 

- 州に存在する Tier-1 と Tier-2 企業

招待の検討 

協力企業探し 

協力企業発見 

会議の選定 

企業訪問セミナー計画の作成 

協力企業リストの

確認 

協力企業の選定 

場所の決定 

企業の選定 

参加者レベルの定義 

目的の設定 

研修場所選定 

理論研修プラン作成 

テーマ選定 

会議場所の選定 

教材の定義 

セミナー実施 

セミナー計画の作成 
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S3 

支援スキーム 
（サービスメニュー）

活動計画（A/P） 
2015 2016 2017 2018 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 

［スキーム 3］
 

ビジネス 
マッチング支援

商談会の評価方法を定める。 
メキシコサプライヤー企業（Tier-2 等）側からのビジネ

スマッチングに係るイベントの需要調査。     
日系 OEM や Tier-1 側からの開催形態に係る需要調査。

サプライヤー名簿を通じて生ずるサプライヤー情報申

請に対応するためのプロセスを確立する。     
サプライヤー名簿の更新。 
カイゼン支援の成果発表会のイベントを通じて生ずるサ

プライヤー情報申請に対応するプロセスを確立する。     
連携可能な機関や組織を評価し選定する。 
イベントの実施方法を分析する（関連機関とともに）。

計画策定（年間計画、後援者、規模、場所等）。 
日系OEMやTier-1のバイヤー向け年間計画の説明と協

力要請。     
イベント開催の資金確保。 
イベント開催コストの確定と関連機関それぞれが負担

すべきコストの確定。     
参加企業の確定。 
予定表の策定（組織方法、場所、その他）。 
参加ガイドの策定。 
宣伝普及。 
実施。 
実施結果のまとめ。 
フィードバックを得て分析する。 
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フィードバック 

サプライヤー総合コンセプト - 州に存在する参加企業へのインビ

テーション送付 

イベント実施 

協力企業探し 

協力企業発見 

エリアに関するプランの作成 

リスト確認 
（協力企業） 

協力企業の選定 

エリアの定義 

参加費の定義 

セクター・部門選定テーマ選定 

実施計画の作成 

発表者のレベルの定義 

対象者の選定 

開催場所の選定 

資料の決定 

アジェンダの検討 

選定されたサプライヤーの招待 

商談会エリアの選定 

登録フォーマットの送付 

サプライヤー選定 

約束を取り付けていない 
サプライヤーのネットワーキング

のためのエリアの定義 

CLAUGTO にて、イベントの 
プレゼンテーション 

支援スキーム 3 ビジネスマッチング支援 

見積もり作成 

活動内容・アクションプラン 
の作成 

関係機関に対する、イベントと

アクションプランの説明

協力機関の探索 

イベント内容の検討 

CLAUGTO サプライヤー委員会と、

イベントのフィードバック会議 
商談機会マップ 

A
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S4 

支援スキーム 
（サービスメニュー）

活動計画（A/P） 
2015 2016 2017 2018 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 

［スキーム 4］
 

情報提供 
サービス 

情報提供サービスを評価する手法を定める。 
日系 OEM や Tier-1 の情報提供サービスに係るニーズ、

利用、満足度を調査するシステムを確立する。ならび

に調査実施方法を定める。 
    

調査実施。 
ニーズ分析。 
関連組織による W.G.を形成し会合を開く。 
関連組織間の協力業務を検討し評価する。 
他の支援スキームのフィードバック検討。 
既存のサービスの検討計画を策定する。 
資金確保。 
企業情報の収集と更新のメカニズムと方法を確立する。 
サプライヤーディレクトリーの開発。 
サプライヤーディレクトリーの利用規則を作成。 
企業データを作成する（定まったフォーマット）。 
サプライヤーディレクトリーの評価方法を定める。 
関連機関組織によるサプライヤーディレクトリーの評価。

評価に基づき改定計画を策定する。 
サプライヤーディレクトリーを改良する。 
サプライヤーディレクトリーの試行。 
サプライヤーディレクトリーの正式利用開始。 
データベースの評価方法を確定する。 
データベースの評価。 
評価に基づく改定計画の策定。 
データベースのカイゼン。 
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サプライヤーから 
フォーマットを受け取る 

- 州に存在する Tier-2 と Tier-3 企業

へのインビテーション送付 

データベース発行と普及 

Tier-1 と OEM’S に 
データベース拡散 

SDES インフォメーション 
キャプチャー 

記載していなければ、 
企業に再送 

協力企業探し 

協力企業発見 

協力企業リスト

確認 

情報の効果の確認 

セクター選定 テーマ選定 

Proméxico への送付 

目的の選定 

ProMéxico の HP での公表 

キャプチャー 

選定サプライヤー招待 

ProMéxico の HP での公表 

SDES 再評価 

企業がプロフィールを記載している

か確認 

支援スキーム 4 情報提供サービス 

見積もり作成 

アクションプランの作成 

データベースとアクションプ

ランの説明

協力機関の発掘 

公表図の検討 

協力企業との打ち合わせ サービス支援の定義 

フィードバック 
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S5 

支援スキーム 
（サービスメニュー）

活動計画（A/P） 
2015 2016 2017 2018 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 

［スキーム 5］ 
融資 

［スキーム 5］支援プログラムを定める。 
サプライヤー開発に要するニーズ調査のシステムを確

立する。     
調査実施。 
ニーズ分析。 
参加機関。 
関連組織による W.G.を形成し会合を開く。 
関連組織間の協力業務を検討し評価する。 
他の支援スキームのフィードバック検討。 
既存のサービスの検討計画を策定する。 
資金確保。 
支援プログラム供与のメカニズムと方法を確立。 
運用規定を作成する。 
運用規定の発表。 
支援プログラムの宣伝普及。 
支援供与対象の企業評価。 
基軸企業による書簡を求める。 
支援の供与。 
運用規定の改定計画を作成する。 
市場の変化に応じたメカニズムの改良。 
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フィードバック

支援スキーム 5 融資 

支援プログラムの定義 

資金に関するサプライヤーの要求

の確認 

機関リストの作成 

資金提供可能機関の探索 

ニーズ分析 

サプライヤーのニーズを確認する 現存のサービスを評価する 

- 支援テーマの検討 
- 支援プログラムの目的の検討 
- 総額の検討 

協力企業探し 

協力企業発見 

支援プログラム 
総合コンセプトの作成 

許諾プランの作成 

作業規則の作成 

対象者の選定 

支援総額の確定 

用途の選定 

支援許諾と、作業規則を

修正するための評価 

支援プログラムの普及 

市レベルのイベント・

商談会での支援 
プログラムのプレゼン

Mipyme 戦略パンフレットの配布

候補企業リスト作成 

A
-1-4-13



 

1

(2) ヌエボレオン州 

支援サービス id 活動計画（A/P） 担当者 
2015 2016 2017 

E F M A M J J A S O N D E F M A M J J A S O N D E F M A M J J A 

支援サービス 1： 
工場における 

技術支援 
「現場カイゼン」 

 
TAM：技術支援の進捗

管理会議 
SD：経済開発局 
EC：顧客企業 
EK：カイゼントレーナ

ー 
GK：カイゼングループ

1.1 
トレーナーとなる人材の発掘と仕事がで

きるか否かを見る。 
SD * * * * *

        
1.1.1 トレーナー訓練。 Ek 

1.2 
プログラムを紹介するためサプライヤー開

発を必要としている顧客を見つけ出す。 
SD * *

 
* 

 
*

     

1.2.1 
＞EC に対し、サプライ要求項目を申請し

受け付け並びにサプライヤー開発の必要

性を要請する。 
SD / EC 

 
* 

      

1.3 
顧客はそのサプライヤー一覧を推薦し、各

社において開発すべきニーズを指摘する。
EC 

        
1.3.1 サプライヤー選定 EC/ SD 
1.3.2 州政府と参加 Tier-1 企業との合意書署名。 EC/SD 

1.4 
INADEM 基金の運用規則に従い文書を準

備する（1.1,1.2, 1.2.1, 1.3, 2.2.1, 3.2 を

考慮のこと）。 
SD 

        

1.4.1 
公募日に応じ INADEM 基金を適用する。

*日付は決まっていない。 
SD 

        

1.5 

サプライヤーの開発ニーズに応じて、既

に見つけ出されているトレーナーを振り

当て評価する（予算が承認するまで、ト

レーナーは行動を起こさない）。 

SD 
        

1.6 
予算承認／サプライヤーの負担コスト確

定、及び正式な参加招待。 
SD 

        
1.4.2 資金受け取り。 SD 

1.7 
診断と支援計画策定。目標決定とレポー

ト企画。 
SD / Ek / EC

        
1.8 技術支援の実施。 EK 
1.8.1 TAM Ek / EC / SD
1.8.2 結果の評価。 Ek / SD 
1.8.3 >カイゼングループに参加する企業の選定。 SD / Ek / GK
1.8.4 情報普及。 SD / EC 
1.9 フィードバック EP / EC 
1.9.1 調整を行うための結果分析。 Ek / SD 
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支援サービス id 活動計画（A/P） 担当者 
2015 2016 2017 

E F M A M J J A S O N D E F M A M J J A S O N D E F M A M J J A 

支援サービス 2： 
研修サービス 

 
>理論研修（生産管理、

品質管理） 
>実習訓練（生産技能）

SD：経済開発局 
EC：顧客企業 
EK：インストラクター

／トレーナー 
EP：サプライヤー 
企業 

2.1 
研修コース／セミナー／ワークショップ

のオファーを見出し、研修を施す人材を

見つけ出す。 
SD * * * 

      

2.2 
サプライヤーの研修ニーズの分析［1.3 の

情報に基づく］。 
SD / EC 

        

2.2.1 
サプライヤーのニーズに対応するため研

修のオファーを分析する。 
SD 

        

2.3 
研修のためのプログラム作り［支援計画 
1.7 を考慮する］。 

Ek / EC / SD
        

2.3.1 研修日程の確定［支援計画 1.7を考慮する］。 SD 

2.3.2 

場所の選定 
オプション：EC の工場 
第 2 オプション：SD の研修室 
第 3 オプション：その他 

SD / Ek 
        

2.3.3 参加者募集と確認。 SD 
2.4 教材準備 Ek 
2.4.1 理論研修（インストラクター） Ek / EC / SD

2.4.2 
管理職スタッフや経営層のための意識付

けセミナー。 
SD 

        
2.5 実習訓練 Ek 
2.6 フィードバック EP 

2.6.1 
調整のための結果分析［18.1 TAM の結果

を考慮する］ 
Ek / SD 

        

支援サービス 3： 
 
>プログラムに参加し

ているサプライヤー企

業の管理職・経営者向

けセミナー 
 
オプション：プロジェ

クトの立ち上げ時に問

題が検知された場合、

カイゼン活動の支援に

関して管理職の意識を

促すためにカイゼング

ループを訪問する。 
SD：経済開発局 
EC：顧客企業 
EK：インストラクター

／トレーナー 
EP：サプライヤー企業

3.1 
研修コース／セミナー／ワークショップ

のオファーを見出し、研修を施す人材を

見つけ出す。 
SD * * * 

      

3.1.1 
EP 経営陣用のセミナーのニーズを理解

する。 
SD 

  
*

     

3.2 
現地産業界との障壁について分析するため

EC の要求ニーズの調査（1.2.1 を考慮）。
SD, EC 

        

3.3 
テーマの優先順位をつけ既存のサービス

や講演者と合わせる（1.7 を考慮する）。
SD 

        
3.3.1 テーマの選定。 SD / EC 
3.3.2 セミナーの計画作成と開催コストの確定。 Ek / SD 
3.3.3 EC 普及とフィードバック。 SD / EC /Ek

3.4 
資金的支持を確保（1.4.1 にて考慮し、

1.4.2 にて割り当て）。 
SD 

        
3.5 EP の代表を募集。 SD 
3.5.1 セミナー実施のための準備。 Ek / SD 
3.5.2 セミナー実施。 Ek / SD 
3.5.3 参加者からフィードバックを貰う。 SD 

3.5.4 
将来のセミナーのための評価（TAM 1.8.1
を考慮）。 

Ek / SD 
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支援サービス id 活動計画（A/P） 担当者 
2015 2016 2017 

E F M A M J J A S O N D E F M A M J J A S O N D E F M A M J J A 

 
3.6 

EP 代表がカイゼングループを訪れ経営

陣の意識付けを測るか否か評価する

（TAM1.8.1 を考慮する）。 
Ek / SD /GK

        

3.6.1 
カイゼングループ（GK）の予定により、

EP を次の GK 会合に招く。 
GK / SD 

        

支援サービス 4： 
情報提供サービス 

 
SD：経済開発局 
EC：顧客企業 
EP：サプライヤー企業

4.1 
サプライヤー全国データベースの構築に

向け、グアナフアト、ケレタロ、

Promexico、JETRO と協働する。 
SD * *

        

4.2 
情報を収集し更新するために EP と接触

する。 
SD * * * * * * * * *

     

4.2.1 
サプライハブ（Supply Hub）にて情報の

更新。 
SD /EP * * * * * * * * *

     

4.3 
自動車ダイレクトリーのデータベースシ

ステムのフォーマットにサプライヤー情

報を適合化させ、Promexico に送付する。

SD * *
        

4.4 
オンラインダイレクトリーを普及宣伝す

るため EC に接触する。 
SD 

        
4.5 オンラインダイレクトリーへのECの申請。 EC 

4.6 
ダイレクトリーにあるサプライヤー情報

につき EC から NL への依頼。 
EC 

        
4.7 EC 探しプロジェクトの認可と受け入れ。 SD 
4.7.1 EC に情報を送付する。 SD 

4.7.2 
指標をフォローするための EC/EP の連

携登録。 
SD 

        

4.7.3 
EPとのビジネス連携についてECにアン

ケート調査。 
SD / EC 

        
4.8 ダイレクトリーサービスの効果レポート。 SD 
4.8.1 カイゼンのためのアンケートレポートの分析。 SD 

支援サービス 5： 
 
商談会／連携予定表 

（アジェンダ） 
 
SD：経済開発局 
EC：顧客企業 
EP：サプライヤー企業

5.1 要求事項分析［1.2 と 1.2.1 を考慮する］ SD * * 

5.2 
支援4のサービスを提供するためT1と接

触する。   
* 

      
5.2.1 Tier 1 の選定。 SD * 
5.2.2 イベントのための Tier1 のニーズ発見。 SD / EC *
5.2.3 サプライヤー探しと情報送付。 SD *
5.2.4 サプライヤー選定。 EC *
5.3 会合場所の選定。 SD * * 
5.4 参加 Tier2 の募集とコンファーム。 SD 
5.5 予定の作成。 SD *
5.6 イベント。 SD / EC / EP
5.7 EC、EPへアンケートを取りフィードバック。 EP / EC 
5.7.1 調整のためスキーム 4 の評価。 SD 

 
SEDEC が活動に関与している。 

* 実施した活動 
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(1) 支援サービス1： 

 

  

Mes

SEDECの活動

顧客の活動

トレーナの活動

SEDEC／顧客の活動

SEDEC／トレーナの活動

全員の活動

サプライヤーの活動

1.1 トレーナーとなる人材の発掘と

仕事ができるか否かを見る。

1.2 プログラムを紹介するため

サプライヤー開発を必要としている

顧客を見つけ出す。

1.2.1 ＞ECに対し、サプライ要求項目を

申請し受け付け並びにサプライヤー開発の

必要性を要請する。

1.3.1  サプライヤー選定

1.3.2 州政府と参加Tier‐1企業との

合意書署名

1.4 INADEM基金の運用規則に従い

文書を準備する（1.1,1.2,  1.2.1, 1.3, 
2.2.1, 3.2を考慮のこと）。

1.7 診断と支援計画策定。

目標決定とレポート企画

1.4.1 公募日に応じINADEM基金

を適用する。*日付は決まってい

1.5 サプライヤーの開発ニーズに応じて、既に見つ

け出されているトレーナーを振り当て評価する（予算

が承認するまで、トレーナーは行動を起こさない）

1.4.2 資金受取り

1.6 予算承認／サプライヤーの負担

コスト確定、及び正式な参加招待

支援スキーム1の
内容の定義

現場におけるKAIZEN支援サービスのフィードバック

1.8.2 各社ごとのカイゼンインパクト結果の評価

1.8.4 結果の普及（プレゼン）

1.9.1 調整を行うための結果分析

KAIZEN支援計画の作成（KAIZENテーマの選定と目的の設定）

生産現場におけるKAIZEN支援の実施

トレーナー

支援範囲の特定

1.3 顧客はそのサプライヤー

一覧を推薦し、各社において

開発すべきニーズを指摘する。

1.8.3 改善グループに参加する企業の選定

1.8.1 TAMの実施:  Tier‐1、SEDEC、コンサルタントで、サプライヤーの活動についてモニタリング会議

1.9.1 トレーナの評価

1.9.1 調整

支援サービス 1 
工場における技術支援

「現場改善」

1.8 技術支援の実施

Tier‐1の要求を知るための意見交換

支援スキームの定義（期間, 
参加企業数,  KAIZENテーマ etc.）1.1.1 トレーナ訓練
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(2) 支援サービス2： 

 

  

SEDECの活動

SEDEC／顧客の活動

SEDEC／トレーナの活動

トレーナの活動

SEDEC／トレーナ／顧客の活動

SEDEC／カイゼングループの活動

支援サービス 2
研修サービス

>理論研修（生産管理、品質管理） >実習訓練（生産技能）

2.4.1 理論研修（インストラクター）

2.1 研修コース／セミナー／

ワークショップのオファーを見出し、

研修を施す人材を見つけ出す

2.3.1 研修日程の確定

［支援計画 1.7を考慮する］

2.3.3 参加者募集と確認

2.6.1 調整のための結果分析

［18.1 TAMの結果を考慮する］

2.3.2 場所の選定

オプション： ECの工場

第2オプション：SDの研修室

第3オプション：その他

2.4 教材・マニュアル準備

2.5 実習研修

2.6 フィードバック

2.2 サプライヤーの研修ニーズの

分析［1.3の情報に基づく］

2.2.1 サプライヤーのニーズに対応する

ため研修のオファーを分析する。

2.3 研修のためのプログラム作り

［支援計画 1.7を考慮する］

2.4.2 管理職スタッフや経営層の

ための意識付けセミナー

A
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(3) 支援サービス3： 

 

  

SEDECの活動

SEDEC／顧客の活動

SEDEC／トレーナの活動

サプライヤーの活動

SEDEC／トレーナ／顧客の活動

SEDEC／カイゼングループの活動

3.1  EP経営陣用のセミナーの

ニーズを理解する 3.2 現地産業界との障壁について

分析するためECの要求ニーズの

調査（1.2.1を考慮）

3.3 テーマの優先順位をつけ既存の

サービスや講演者と合わせる

（1.7を考慮する）

参加者のフィードバックまとめ

（アンケート送付）と結果分析

3.17 将来のセミナーに向けた

フィードバック

3.5.4 将来のセミナーのための評価

（TAM 1.8.1を考慮）

3.5 EPの代表を募集

3.5.1 セミナー実施

のための準備

3.5.2 セミナー実施
3.5.3 T参加者から

フィードバックを貰う

3.6 EP代表が改善グループを訪れ

経営陣の意識付けを測るか否か評価する

（TAM1.8.1を考慮する）

3.7 改善グループ(GK)の予定により、

EPを次のGK会合に招く

2.1 研修コース／セミナー／

ワークショップのオファーを見出し、

研修を施す人材を見つけ出す。

3.3.3 EC普及とフィードバック 3.3.1 テーマの選定
3.3.2 セミナーの計画作成と

開催コストの確定

支援サービス 3: 
>プログラムに参加しているサプライヤー企業の管理職・経営者向けセミナー

オプション： プロジェクトの立ち上げ時に問題が検知された場合、改善活動の

支援に関して管理職の意識を促すために改善グループを訪問する。

3.4 資金的支持を確保

（1.4.1にて考慮し、1.4.2にて割り当て）

A
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(4) 支援サービス4： 

 

  

SEDECの活動

顧客の活動

SEDEC/顧客の活動

サプライヤー／SEDECの活動

4.1 サプライヤー全国データベースの構築に向け、

グアナフアト、ケレタロ、Promexico、JETROと協働する

支援サービス 4: 
情報提供サービス

4.2 情報を収集し更新するためにEPと接触する

4.2.1 サプライハブ

（Supply Hub）にて情報の更新

4.3 自動車ダイレクトリーのデータベースシステムのフォーマッ

トにサプライヤー情報を適合化させ、Promexicoに送付する

4.4 オンラインダイレクトリーを

普及宣伝するためECに接触する

4.5 オンラインダイレクトリーへのECの申請

4.6 ダイレクトリーにあるサプライヤー情報に

つきECからNLへの依頼

4.7 EC探しプロジェクトの認可

と受け入れ

4.7.3 EPとのビジネス連携について

ECにアンケート調査

4.7.1 ECに情報を送付する

4.7.2 指標をフォローするための

EC/EPの連携登録

4.8 ダイレクトリーサービスの

効果レポート

4.9 改善のためのアンケート

レポートの分析
支援の調整

A
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(5) 支援サービス5： 

 

SEDECの活動

顧客の活動

SEDEC／顧客の活動

サプライヤー／SEDECの活動

サプライヤー／顧客／SEDECの活動

5.1 要求事項分析

［1.2と1.2.1を考慮する］

5.2.2  イベントのための

Tier1のニーズ発見

5.2.3 サプライヤー探しと情報送付

5.2.4 サプライヤー選定

5.3 会合場所の選定

5.4 参加Tier2の募集と

コンファーム

5.5 予定の作成

5.7 EC、EPへアンケートを

取りフィードバック

5.7.1 調整のためスキーム4の評価

支援サービス 5:
商談会／連携予定表

（アジェンダ）

1.2.1 ＞ECに対し、サプライ要求項目を

申請し受け付け並びにサプライヤー

開発の必要性を要請する。

5.6 イベント

5.2 支援4のサービスを提供する

ためT1と接触する。

5.2.1 Tier 1選定

1.2 プログラムを紹介するため

サプライヤー開発を必要としている

顧客を見つけ出す。
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(3) ケレタロ州 

S1 

支援スキーム 
（サービスのメニュー）

活動計画（A/P) 
責任者 2016 2017 2018 2019 

Cluster SEDESU JICA 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 

［スキーム 1］ 
 

商談会 
 

*部門別、企業ごと

B2B ミーティングなどのイベントを通じ、サプライチェー
ン強化における OEM や Tier-1 のニーズに対応する。        
イベントの開催形態につき日系 OEM や Tier-1 の要望
調査。 

x x 
     

Tier-1 企業を訪問しそのニーズの詳細を把握する。
Tier-1 には要望記入用紙に記入して貰うよう依頼する。

x x 
     

Tier-1 企業と共に活動計画を策定する。 x x 
企業のサプライニーズを調査しその情報に基づいて
募集を行う。 

x x 
     

SEDESU のウェブサイトに発表するイベント情報を定
める。 

x x 
     

招待するサプライヤーリスト。 x x 
イベント用にポータルサイトを作り設定する。 x x 
サプライヤーに招待状を送付する（Tier-1 企業の要望依
頼に応えること、システムに登録することを依頼する）。 

x x 
     

Tier-1 企業に対し登録したサプライヤー企業を毎週チ
ェックする（フィルター）。 

x x 
     

選定されたことをサプライヤー企業にコンファームする。 x x 
Tier-1 企業の要件に満たなかったことをサプライヤー
企業に通知する。 

x x 
     

リリース日とサプライヤーに予定表の送付。 x x 
電話で予定確認し最初のアポイントメント時間をコンフ
ァームする。 

x x 
     

送付後 
アポイントメントの評価。 x x 
Tier-1 企業とフィードバックに係る会合を持つ。 x x 
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［支援スキーム1］：商談会 

  

OEM/TR‐1 はB2Bミーティングの

ニーズ申請をSEDESUに送る。

日系アンカー企業の要望調査を実施し、

イベントの形態を検討する。

アンカー企業を訪問し、

購買のニーズを詳細に特定する。

実施の条件を満たすか。

はい

いいえ

アンカー企業と共に活動計画を策定

（活動の時系列計画）

サプライニーズの特定

上の情報をもってイベントの募集を実施

イベントの情報を確定しSEDESUのサイトに公表

参加サプライヤーのリストを作成

サプライヤーに登録用紙と一緒に招待状を送る

サプライヤーはアンカー企業の要望申請に応える

サプライヤー情報

システムに登録する。

¿サプライヤーのプロ

フィールは企業のニー

ズに対し適切か?

はい

いいえ

ビジネス面談をするため、

参加することをメールで確認。

選定されなかったサプライヤーに

電子メールを送る。

WEBサイトを作りイベントの

コンフィギュレーションを行う

サプライヤーに

予定表を送る

予定表と面談約束時間の

確認を電話で行う。

要望登録の様式を

アンカー企業に送る。

イベント後の見直し。アン

カー企業と共にイベントの

評価とフィードバックを行う。

終了

サプライヤー選定を

実施するためアンカー企業

と毎週検討する。

イベント実施

終了

終了
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S2 

支援スキーム 
（サービスのメニュー）

活動計画（A/P） 
責任者 2014 2015 2016 2017 2018 

Cluster SED
ESU JICA 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 

［スキーム 2］ 
 

競争力強化 
プログラム 

 
［産業連携 
システム］ 

S
E

D
E

S
U

 

情報供与サービスを評価
するための手法を定める。  x E E        
日系OEMやTier-1からの、
情報提供サービスに係るニ
ーズ、利用、満足度を調査
するシステムを確立する。
調査実施方法を定める。 

 x  E E E E        

調査実施。 x E E
ニーズ分析。 x E E
自動車クラスター内のサプ
ライヤー開発委員会の中に
ワーキンググループを形成
し、実務協議の会合を開く。 

x x  E E E E        

関連機関間の協働事業
を検討し評価する。 

x x E E        
他の支援スキームのフィ
ードバックを検討する。 

x x E        
既存サービスの見直し
計画を策定。  x E E        
資金のハンドリング。 x x E
プロジェクト準備。 x x E
プロジェクト紹介と資金
獲得 

x x E        
企業情報の収集と更新
のメカニズムと方法を確
立する。 

x x  E E        

P
R

O
M

É
X

IC
O

 

サプライヤーダイレクト
リーの開発。  x E E E E E E      
サプライヤーダイレクトリー
の利用規則を作成する。  x  E E      
企業データ作成（定まっ
た様式）。  x E       
サプライヤーダイレクトリ
ーの評価方法の決定。  x  E E E E      
関連機関によるサプライヤ
ーダイレクトリーの評価。  x   E E E      
評価に基づく修正計画
の作成。  x   E      
サプライヤーダイレクト
リーのカイゼン。  x   E E      
サプライヤーダイレクト
リーの試行。  x   E      
サプライヤーダイレクトリ
ーの正式な利用開始。  x   R      
データベースの評価方
法を定める。 

x x   E E E      
データベースの評価。 x x R R
評価に基づく修正計画
の作成。 

x x   R      
サプライヤーダイレクト
リーのカイゼン。 

x x   R R R R      
E = 実施済み 
R= 再計画 
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［支援スキーム2］：産業連携システム 

 

A
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S3 (A) 

支援スキーム 
（サービスのメニュー）

活動計画（A/P） 
責任者 2015 2016 2017 2018 

Cluster SEDESU JICA 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 

［スキーム 3A］ 
 

競争力強化 
プログラム 

* サプライヤー 
開発プログラム 

（コンサルティング）

Tier-1 企業のニーズ把握（Tier-2 企業に対する要望
や要求）。 

x x 
 

E
                        

Tier-2 企業の現状把握。 x x E E
トレーナー選定の基準確定。 x x E
外部コンサルタントの募集。 x x R-E  

参加を希望するコンサルタントのプロフィール分析。 x x R-E
コンサルタント評価方法の確定(証明できるもの）。 x x R-E
トレーナー候補カリ選定。 x x R-E
仮候補者との会合。目的は両者の責任について深く
説明し、提出すべき証拠書類の説明をすること。 

x x 
  

R-E
                       

Tier-1 企業が事前に発見したニーズに従って、
Tier-2 企業の募集。 

x x 
  

R-E
                       

Tier-2 企業の選定と、各企業向けのコンサルタント
選定。 

x x 
  

R-E
                       

Tier-2、SEDESU、Tier-1の会合。目的はコンサルタ
ントの支援サービス提案を聞き意見交換すること。 

x x 
  

R-E
                       

Tier-2 企業に対する経済的支援の手続き。 x x R-E R-E
選抜されたコンサルタントによる Tier-2 企業の生産
現場におけるカイゼン支援サービスの実施。 

x 
     

R R R R R R R R R
             

進捗状況を発表する、SEDESU、コンサルタント会
社、参加 Tier2 の会合（2 ヶ月に一回）。 

x x 
      

R 
   

R
 
               

各企業のカイゼンインパクト最終評価。 x x R
現場カイゼン支援サービスの評価と分析。 x x R
現場カイゼン支援サービスの将来に向けたフィード
バック。 

x x 
            

R
             

E = 実施済み 
R= 再計画 
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［スキーム3］：競争力増強のためのプログラム 

 

  

Tier 1 企業のTier 2サプライヤー企業

に対するニーズを特定する。
Tier 2 企業の現状を特定する。

Tier 1とTier 2のニーズに応じたトレーナー選定の判断基準を定める。

外部コンサルタント募集
参加に関心を持つコンサルタントの

プロフィールを分析する。

コンサルタント評価方法を定める

（証明できるもの）

1 2 3

Tier‐1のニーズに応じ、

Tier‐2企業の応募開始。

仮選定を行い、両者の責任を説明し証拠となる

資料提出の約束を取り付ける会合を開く。

Tier‐2企業の選定各Tier‐2企業にコンサルタントを割り当てる。

Tier‐2、 SEDESU、Tier‐1の会合

Tier‐2企業の経済支援手続き

改善サービスの実施

2ヶ月に一度、SEDESU、コンサルタント、Tier‐2の進捗会議

Tier‐2企業における

インパクトの最終評価

将来の改善サービスに向けた

全体的フィードバック
終了
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S3 (B) 

支援スキーム 
（サービスのメニュー）

活動計画（A/P） 
責任者 2015 2016 2017 2018 

Cluster SEDESU TR2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1st 2nd 3rd 4th 1st 2nd 3rd 4th 

［スキーム 3］
 

競争力強化 
プログラム 

 
カイゼン 
グループ 

計
画

 

活動実施のための TR2 責任者を決定する X X E
自動車クラスター会議にてアクションプランをプレ

ゼンする  
X X E

       

"TR2"委員会を自動車クラスターの中に設立する X X E
TR2 企業に対し、カイゼングループに参加するよう呼

びかける 
X 

 
X E 

      

クラスター関係新規参加者の登録 X X E E E E
カイゼングループの新規参加者の登録 X E E E E

T
R

2
委
員
会

 

カイゼングループの設立 X X X E
カイゼングループプレゼンテーションの作成 X X X E
カイゼングループ立ち上げのためのアクションプラ

ン作成 
X X X E

       

ケレタロにて JICA カイゼン支援を受けた企業のキッ

クオフミーティングを実施  
X X E

       

カイゼン研修（パイロット）（Industrias Camca 社） X X E
Industrias Camca 社にて、カイゼン研修のパイロット

進捗プレゼンテーション   
X 

 

R-E 
      

カイゼン研修（Miqro にて） X R-E 
Miqro 社カイゼン活動進捗プレゼンテーション X R-E
カイゼン研修（Die Technologies にて） X R-E
Die Technologies社カイゼン活動進捗プレゼンテーシ

ョン   
X 

  
E

     

Taller Kaizen（Procesos Aledo にて） X 
Procesos Aledo 社カイゼン活動進捗プレゼンテーシ

ョン   
X 

       

カイゼン研修（Manufacturas Segac にて） X 
Manufacturas Segac 社カイゼン活動進捗プレゼンテ

ーション   
X 

       

カイゼン研修（Empresa Tecnoformas） X 
Tecnoformas 社カイゼン進捗プレゼンテーション X 
カイゼン研修（Autocast 社にて） X 
Autocast 社カイゼン進捗プレゼンテーション X 
カイゼン研修（Industrias Camca にて） X 
Camca 社カイゼン進捗プレゼンテーション X 
日系／現地企業 TR1 / OEM's 訪問 X X X E
日本人顧客へのプロジェクト紹介 X X X 
日本の工場でのベストプラクティスを学ぶセッション X X X 

E = 実施済み 
R= 再計画 
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［支援スキーム3 (B)］：競争力強化プログラム 

 

自動車クラスター（CA）への

TR2登録申請

CAが所属のメリットを説明する

¿TR2がCA支援を

望むか?

いいえ

はい

TR2 登録用紙を記入

CA がTR2に用紙を送付

TR2は支払いを行う

KAIZENグループ

の情報送付

TR2がKaizen
グループにはい

る事を望むか?

TR2位登録

用紙を送る

TR2 が登録

用紙を埋める

登録通知の送付

TR2委員会代表

に用紙を送る

TR2が登録用紙を申請

TR2 がCAに用紙を送る

Clúster Automotriz が
企業プロフィールを検証

¿要求事項を

満たしているか?

いいえ

はい

CA はデータベースに

TR2を登録する

TR2は CAと活動を始める

終了

サプライヤーに

通知を送付

KAIZENグループ

登録通知を送る

JICA支援を受けたT2TR1企業に推薦されたTR2 TR2委員会

Grupo KAIZENへの

TR2登録の申請

TR2グループ

活動を開始する。
終了

いいえ

はい

終了
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S4 

支援スキーム 
（サービスのメニュー）

活動計画（A/P） 
責任者 2014 2015 2016 2017 

Cluster SED
ESU JICA 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1st 2nd 3rd 4th 

［スキーム 4］ 
 

競争力強化 
プログラム 

［研修 
プログラム］ 

* 技術者・作業者
の能力開発 

Tier-1I 企業の研修ニーズ把握（Tier-2 企業に
対する要求）。 x x   

 R R       
Tier-2 企業の現状把握と分析。 x x R R R
理論研修の優先テーマを検討する。 x x R R
実習訓練の優先テーマを検討する。 x x R R
研修のインストラクター候補者を探す（協力
のリソース元の評価）。 x x   R       
研修のインストラクター候補者リストの作成。 x x R
研修サービスの対象分野の検討。 x x R
パイロットコースの実施。 x x R R
スキーム 2「研修サービス」の全般的コンセ
プトの作成。 x x   R       
- この研修形態とその目的を検討。 x x R R
- 各研修の目的と到達目標を検討。 x x R R
- 研修参加者の検討。 x x R R R
理論研修計画の策定。 x x R R R 
- テーマの選定。 x x R R R R
- 研修参加者のレベル決定（参加人数）。 x x R R
- インストラクターの選定。 x x R R R R R R 
- 研修場所の選定。 x x R R R 
- 研修参加費用の決定。 x x R R R 
理論研修の評価方法の確定。 x x
理論研修の実施。 x x R R R R R R 
研修の評価と教訓のまとめ。 x x R R R R R R R R 
将来の理論研修に向けたフィードバック。 x x R R R R R R R 
- 公的資金の参加分析。 x x R R R R R 
- 使える公的資金の把握と調査。 x x R R R R R 
- 資金を適用するためのプロジェクト策定。 x x R R 
- 使うことのできる公的資金の確定と適用。 x x R R 
実習訓練の評価方法を定める。 x x R R 
研修の評価と教訓のまとめ。 x x R R 
実習訓練の将来に向けたフィードバック。 x x R R R R R R R 

［スキーム 4］ 
 

競争力強化 
プログラム 

［研修 
プログラム］ 

* 技術者・作業者
の能力開発 

管理職や経営者を対象としたセミナーの評価
方法を定める。［スキーム 4］  x x  E E         
サービス元の評価（外部サービスや講演者な
どの評価）。 x x  E E         
メキシコサプライヤー企業（Tier-2等）のビジネ
ス取引の現状調査と取引を阻害する要因の分析。

x x E E         
メキシコサプライヤー企業（Tier-2 等）が必
要とするセミナーのニーズ調査。 x x  E E E         
日系OEM やTier-1 のバイヤーが持つ要求や
ニーズの調査。取引を阻害する障壁の分析。

x x  E E E         
テーマの選定。 x x E E E
計画策定（年間計画、テーマ、対象グループ、
規模、場所等） x x E E E         
セミナー開催資金の確保。 x x E E
日系OEM やTier-1 のバイヤーに年間計画を
説明し協力を求める。 x x  E E E E E E E        
講演者の選定。 x x
セミナー実施のガイド作成（セミナーごと）。 x x E
セミナー開催のコストと参加者一般のコスト
を定める。 x x  E E E E E E E        
セミナー参加者を募集する（普及宣伝）。 x x E E E E E E E E E E E E E
セミナー実施の準備。 x x E E E E E E E E E E E E E
セミナー実施。 x x E E E E E E E E E E E E E
参加者からのフィードバックをまとめる（ア
ンケート票による調査）、また結果の分析。

x x E E E E E E E E E E E E E       
将来のセミナーに向けたフィードバック。 x x E E E E E E E E E E E E E

E = 実施済み 
R= 再計画 

A
-1-4-30
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［支援スキーム4］：研修プログラム 

 

研修プログラム

Tier‐1企業の研修ニーズを特定する。 Tier‐2 企業の現状分析とその特定化。

理論研修と実習訓練の優先的テーマを検討

研修のインストラクター

候補を探す。

研修ニーズを感知するための調査

研修テーマの評価と選定

研修サービスの全体的コンセプトを策定

公的資金の参画を分析

利用可能な公的資金の特定と調査

資金申請案の策定

承認を得るためプロジェクト情報を送る。

承認された

か？

利用できる資金を申請す

るために活動の戦略を定

研修の形態と目的を確定

参加者のレベルと参加人数を確定

研修場所の選定

研修費用の確定
インストラクター候補者

のリストを作る。

候補者の評価

必要なプロフィール

を満たしているか？

インストラクター選定

通知を送る

研修コースの情報と

共に招待状を作る。

研修コース実施に

必要な資料を準備する。

招待状送付

参加希望者は登録

様式を送ること。

参加確認書を送る。

確認された参加者

リストを作る。 研修コースの

実施

研修の評価と

教訓の

研修の評価方法を

確定する。

将来の研修に向けて

フィードバックの会合を開く。

技能・作業能力の開発 監督・管理能力の開発

Tier‐2 企業にとっての研修コース、ワーク

ショップ、セミナーのニーズ調査と特定。
日系OEMとTier‐1の要求事項と

ニーズ調査

テーマ選定

実施のための資金確保
ワークショップ、研修コース、

セミナーの年間計画策定

日系OEMや Tier‐1の
支援協力を依頼する。

批評や意見に基づき提案を再構築する。

はい

いいえ

終了

はい

いいえ

終了

A
-1-4-31
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